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麓
を
明
か
な
ら
し
め
羞
準
と
|

と
.い

ふ

，
一
一

’つQ

蠶

Q

下
に
於
て
始
め
て
I

出

來

る

，
の

で

あ

る

。

單

に

平

均

値

を

算

出

し

、

， 

と
れ
を
以
て
f

に
菌
の
本
質
I

办
な
ら
し
め
襟
た
り
.と
考
.へ
る
が
如
き
は
到
底
許
さ
る
べ
く
も
を
ハ
。

*

^
s)
:w
0WIey-Elem

ents  of  Statistics,  p.  6  
. 

' .  

: 

• 

,
ぐ

.

斯
ヵ
‘る
考
察
は
者
、：

告
人
の
統
許
的
硏
究
は
最
後
に
は
现
實
の
多
様
性
.の
由
つ
' 
て
來
る
-M
因
の
硏
究
に
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
倉 

意
味
す
る
。一

簾

の

静

的

平

均

値

は 
一V

の
假
褙
傲
た
る
に
止
ま
り
、
該
集
围
の
各
構
成
部
分
及
.び
單
，位
は
多
か
れ
少
か
れ
こ
れ 

と
異
つ
た
値
集
す
以
上.
か
4

和

證

如

，f
 
I

由

袅

く

宏

明

か

な

ら

し

め
t

と

は

科

ら

れ

た

最

大

値
の
對
此
は
原
因
と
結
f

決
定
す
I

適
の
途
で
は
な
い
。.
こ

の

假

窝

■
成
を
以
て
將
來
の
發
展
I

f

が
如
き
は
f

ド 

可

能

で

I

Q

敎

衾

含

ろ

に

ょ

&
•

數
學
的
i

礎
づ
け
ら
れ
集
I

s

對
ぃ
て
は
懷
f

中
立
的
麓
以
外
の 

t

o

l

l

^

o

靜

家

I

f

馨

Q
敵
た
I

要
し
な
い
。
數
S

彼
i

立

言

'
I
?
あ
，り
、
ま
た
役
立
た
，, 

ば
な
ら
与
併
し
彼
は
數
學
に
產
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
？

含

。
數
S

對
す
I

I

係
ょ
り
H

接
で
な
け
t
i
l
t
 

の
は
、
數
騷
ょ

ヵ
,1
尸
い
と
こ
ろ
の
論
麗
に
對
す
る
關
係
で
意
。
：
：
現
實
科
學
と
し
て
の
經
濟
學
は
*
論
理
的
に
考
察
し
眞
實 

を
眞
實
に
把
捉
し
養
に
^
述
し
鼠
實
に
評.

す
る
と
こ
ろ
の
棘
評
學
を
必
耍
と
す
る
の
で
あ
る
じ
8-)

。
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價

格
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■

成

；
ノ1
^

W
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::::目
.
へ
 W

:

ブ
、-.
'-'.:均
衡
問
題
カ
算
術
的
既
敗
び
.
'
: 

ニ
、.
偎
格
構
成
の
.決
定
极
據 

三
、
批

判

:
:四
、.：
：
結

：
：
.
：
，

:'
:
.
諦

千

種

義

人

、
均
衡
問
題
の
算
術
的
取
极
ひ

前
號
で
、
交
換
經
濟
に
於
け
る
價
袼
の.
意
義
と
そ
'の
決
定
原
理
に
つ
い
て
^
ベ

た

.0
こ
れ
に
ょ
つ
て
ヵ
ッ
セ
ル
の
價
格
諭
の
本
質
的 

問
題
は
一
應
知
‘る
こ.
と
が
出
來
た
の
で
耖
るo

然
h
力
..ッ
セ
.ル
は
價
松
構
成
問
題
を
一
搔
明
瞭
に
、
且
充
分
に
把
摁
す
る
爲
に
、
更
に 

數
，學
的
公
式
を
用
ひ
で
價
格
構
成
機
構
を
說
明
す
る
。
こ
の
說
明
部
分
は-「

，カ
ッ
セ
ル
の
價
格
權
成
機
鞲
論」

と
し
て
、
或

は「

力
ッ 

.
セ
ル
の
價
格
方
程
式」

と.
し
て
廣
く
知.
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
？

:

.

:

c

^

:暴
敝
性
原
■

ぬ
基
ぐ
價
格
鞲
■

ず

力
？
セ.，
ル
：
の
：
！

^

榧

成

機

榴
m

O
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.
カ
ッ
セ
ル
の
值
篇
成
機
構
論 

一2

1

(

七

益

)
'カ
ッ
セ
ふ
は
價
麓
遽
證
に
於
て
も
、
蓮

Q

靡
と
同
じ
く
*

價

格

構

成

が

繁

農
f

望

讓

S

配
せ
ら
れ
て
ゐ

る
.
T

つ
の
封
鎖
的
交
換
經
f

考
察
す
る
。
然
し
最
初
は
補
充
原
理
を
必
要
と
す
る
や
ぅ
な
生
產
费
の
未
決
定
性
が
得
せ
ず
•
價
格
は 

單
に
稀
少
性
原
现
に
恶
.い
て
決
宛
さ
れ
る
*̂
の
と
假
定
す
るo

 

. 

.

こ
の
言
な
假
定

€

も
と
に
於
て
、
先
づ
、
塞

が

不

變
I

り
、
從
つ
て
一
定
期
間
中
消
費
者
が
用
に
供
し
得
る
財
0

1

が
與 

~

へ
ら
れ
て
ゐ
る
簡
堪
な
る
場
合
か
ら
谓
發
す
る
。
こ
の
財
の
.
數
•量
を
當
該
財
の
供
給
と
稱
し
、
圹

’

，…

.
声
で
示
す
。
こ
の
際
1
' 

は
財
の
^

類
.で
ぁ
.る
。 

' 

.

:
 

-

こ
4

消
I

が
慕
期
間
中
そ
S

養

足

Q

爲
に
S

す
る
貨
幣
額
S

め
一
定
し
て
ゐ
f

Q

と
考
へ
る
。
か
4

奮

Q

 

も
と
で
は
、

龍

に

於

け

る

蓄
_

Q

各
種Q

.

財
に
對
す
る
需
要
气
，そ
の
價
格
が
與
へ
ら
れ
る
や
軍
決
定
す
る
。
し
か
ノ 

て
憤
格
が
變
動
寸
る
に
つ
れ
て
そ
の
需
置
も
麗
す
る
。
故
に一

.

定
■の
價
格
の
も
と
で
該
侗
人
が
購
賈
す
る
財
の
數
香
、
そ
の
1

 

格
の
函
數
秦
做」

得
る
。

際
こ
i

數

Q
形
式
.
は

蠢

的
S

集
し
て
ゐ
る
。

一
定
の
價
I

も
と
で
個
文

Q

響

す

る

財

Q

數
量
が
分
？

ゐ
る
か
ら
•

之
を
合
計
す
t

と
に
ょ
？

S

要
を
知
る
こ
と 

が
出
來
る
。
こ
の
總
需
要
も
價
格
の
画
數
と
し
て
表
は
さ
れ
るo

* 

'

1

つ
の
螯
財
に
對
す
る
個
々€

消
費
者
S

要
は
、
こQ

需
要Q

對
象
た
り
得
る
ぁ
ら
ゆ
る
財Q

價
禁
與
へ
ら
I

I

合
に
• 

初
め
て
決
定
す
る
。
故

に

言

種

Q

財
が
ぁ
る
と
す
れ
K

こQ
A

Q
財

Q

器

矣

に

、
個
々Q

財
に
對
す
為
々

q

消

馨
0
 

需
要
、
從
つ
て
總
需
要
が
決
定
す
る
。
當
該
期
間
.
に
於
け
るC

種
の
財
に
對
す
る
總
需
要
を
.

；^

爽

：：.
声

で

表

は

.せ
ば
、.
こ
，

 

讀
婴
量
'^
n

::
t
t
價
格
の
函
激
ネ
し
て
說
明
す
名
髮 

.
-
、
ザ

-

• 

N
n=

.Fn  (  p
i  …

. 

,

；

'

辨
が
：V :

債
^

の
鞲
成
は
、
#:

少
性
谅
麵
化
寒
い
.

て
、需
要
爻
试
用〗

^

交
換
經
濟
の
均
衡
狀
態
で
は
、
各
種
の
財
の
需
要
は
そ
の
供
給
と
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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の
方
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れ
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。
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れ
ば
こ
の
與
へ
，ら
れ
た
價
格
に
於
け
る
0

種
の
財
に
對
す
る
需
要
を
方
程
式
(1
)

に
よ
つ
て
余
し(

.稀
少
性
傾
理
の
推
論 

と
し
て
方
程
式
(2
)

を
得
る
こ
と
が
出
來
る
。
方
程
式
>
(2
)

は
n

個
の
を
式
か
ら
成
り
、
A1
A 2
:

:

A„

は
^

れ
ぐ
旣
知
數
で
あ
り
"

3
 

:

:

p

n

と
い
.
ふ
=

個
の
未
知
數
欠
含
む
が
故
に
、
之
に
よ
つ
.

V

未
知
數

p
l
:
:

-̂

を
算
m

す
る
こ
と
が
出
來
る
。
か
く
の
如
く
し 

;

て
：11
':(

植
：の
財
0.
:
憤
歡
來
分
れ
_
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_
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々
0
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'

カ
ッ
セ
ル
：の
霧
權
成
I

論
.

-

■ 

, 

'

■

1

0

四

‘

(

七
九
六)

— 

前
述
し
た
や
ヴ
に
、

一

財
に
對
す
，る
霞
要
过
V 

I

に
こ
の
財
の
儕
格
の
み
な
ら
ず
、、
他
の
す
べ
て
の
*

0

價
格
に
侬
#

す
る
が
故
に
、
 

.
各
財
の
價
格
構
成
を
個
別
的
に
論
究
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ■
の
故
忙
こ
そ
、S

O

如
き
聯
立
方
程
泛
よ
っ
&

>

、
價
格
：
 

權
省
過
程
を
說
明
す
名
て
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

' 

. 

•
,

.

今
ま
で
、
財
の
供
給
が.
ー.
定
な
る
と
と.
を
假
定
レ
た
が
、
次
に
こ
の.
假
宛
を
棄
て
、
叢
全
體
を
も
價
格
.糨
成
の
問
題
中
に
墙
入
す 

.
る
。
然
し
と
、
で
も
、
‘稀
少
性
原
理
に.

f
價
格
構
成
を
考
察
す
る
：

Q

で
あ
る
か
ら
、
個
タQ

財
Q
i

變

が

生

撃

设

餐

格

と

共 

に
明
瞭
に
定
つ
て
ゐ
る
と
假
定
す
る
？ 

'  

‘ 

’ 

. 

、 

•.

.
先

づ

最

も

單

純
な
る
靜

態
經
濟
の
場
合
を

考
察
す
る

o
'

•
財

の

唐

は

唐

手

段

の

稀

少

性

’に
よ

つ

て

制

腺

せ

ら

れ

名

の

で

あ

る

が

、
價

格

_
成

の

機

構

を

明

か

に

せ

ん

と

す
る

本

論

で

は

、

坐 

產

手

段

の

數

量

が

與

へ

ら

れ

て

ゐ

f

の
と
假
定
す
る
。
今

r
を

生

攀

段

の

種

類

と

し

、

$
 R

。

，：

：
,

を

一

.
定

堪

位

期

關

左
 

、
用

に

供

し

得

る

V

れ

等

_

手

段Q

量

と

す

る

。
と

れ

等Q

塞

手

段

に

，よ

？

 

C

S
完

成

財

が

坐

產

さ

れ

る

.

る
が
、

¥

の

一

單

位

を

羞

す

衾

に

、
唐

手

段

の

ぎ

i
r
 (

即
ち
坐
擊
段
1Q

數

量

か

ら

气

達

手

段

。

の
數
置
か
ら
a
K
、
r 

Q

數
量
か
ら
i

な
る
量
を
要
し
、
震

財

:-
2

の
'
1
1
位
を
生
產
す
名
爲
に
、
唐

^ :
段
の
f

:

a

n

を
要
し
•
か
く
し
て 

最
後
に
党
成
財
n
の一

軍
位
を
i

す
る
爲
に
f
 _
ォ
な
る
量
を
要
す
る
も
の
孕
るc

こ.
の
際
a
は
財C

軍
S

量
を
生
產
す. 

る

爲

に

要

す

里

擊

段Q

分
鸯
•
從
つ
、て
技
術
的
條
件
集
す
が
故
に
、
そ
れ
は「

技

術

篇

b
e

f che  

1
,

1
 

せ
ら
れ
る
。
し
か
し
て
こ
、
で
は
靜
態
經
濟
が
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
ヒ
の
係
激
は
與.
へ
ら
れ
た
大
い
さ
を
特
つ
て
ゐ
る
。
た 

、一

つ
の
財Q

唐

に

凡

てQ

■

手
段
^
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
無
い
が
ら
、.
a Q

或
もg

は
？

あ
る
場
合
が
あ
る
。

稀

少

性

原

理

に

從

へ

ば

、
.個
々
の

•坐
產
手
段

f

個

々

の

完

成

財

と

.同

じ

、
く

唯

だ

一

つ

の

價

格

が

.
成

立

す

今

今

各

種

の

壟

手

段
の
價
格
を
與
へ
ら
れ
た
未
知
數
と
し
、
t.
:

:

t?

で
表
は
せ
ば
、
11

種
売
成
財
0.

各
々
の
價
枱
を
算
出
す
る
こ
と
が
出
來
る
o

こ
れ 

等
の
價
膽
をp

l
:
-
:
p
u

で
表
は
せ
ば
、
次
.
の
方
程
式
を
得
る
。
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p
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■
p
n
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2
n
2

*Q
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十

yQ
ロ

然

し

完

成

財

の

價

糌

が

分

れ

ば

、
上

述

し

た

如

‘ 

は

次

の

方

程

式

に

ょ

っ

て

箅

出

さ

れ

©
-る
-。
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(
4

)
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“
F
l  (p
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2 ==F2 ,(p

l.  .:p
n

)
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パ

各m
位
期
間
に
於
け
る
各
種
の
財
に
對
す
る
總m
要
が
知
ら

こ
の
總
输m

N
n

H
F
n

(p
l---------------

p
i)  

，
 

}

稀
少
性
原
理
に
基
げ
ば
、
均
衡
價
凇
に
於
て
需
要
と
供
給
は
相
等
し
い
。
，

. 

•

(
5
) 

f

t

:
: 

.
 

/

ヒ
め
際
、
>
>
>
,

 A
y

は
，單
位
期
間
中
に
生
鹿
さ
れ
る
各
種
の
財
.の
各
々
'の
數
貴
を
意
味
す
る
ゲ 

加
く
し
て
單
位
期
問
に
於
.で
坐
產
さ
る
べ
身
侗
々
の
财
の
數
散
を
.知
り
得
た
の
で
ぁ
る
。
こ
の
數
量
か
ら
*

 

一
 -
K
m

位
_

に
於
て 

こ
れ
等
の
財
の
生
產
に
必
要
な
る
姐
產
手
段
の
量
を
第
出
す
る
こ
と
^

出
來
る
。
即
ち
前
鄉
じ
た
や
デ
に
各
舉
位
期
間
に
於
て
繼
續
的
：

カ
ッ
セ
ル
‘の
傾
格
構
成
糠
’構
論. 

\
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力.
ッ
セ
ル
の
價
狢
權
成
櫧
楛
論
，

，
 

一

〇

六

(

b
九.

に
完
成
財
1
の
一
單
位
を
坐
產
す

る

た

め

に

、

こ
れ
等
坐
擊
段
の
y
: 
i
r

な
る
量
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
震

财

1d

供
給

 ̂

A1
を
生
產
す
る
爲
に
は
、
各
種
唐
手
段
中
、
ぎ
>

…

会
r
>
な
る
量
を
要
し
、
殘
餘
の
党
成
財
に
つ
い
て
も
こ
の
關
係
は
同
じ
で 

ぁ
り
、
從
つ
て>

.:A
n

量
を
繼
續
的
に
_

す
る
た
め
に
、
次Q

如
ぎ
唐
手
段
の
量
を
必
要
と
す

るq

で

ぁ

るo  

.(
V5_
^
M
^
^
ô.

^
^
cp
'.
-̂
llAl+az
l.>

ナ
.

：.•+
anl  A

n
..^

..
-
^

4̂t
\̂
:w. 

q.
3»
^
0>
'p
1
2.
>
十 2 -22 ..A

2  
十.
：
：+

an
2  

Ap'
41. 
.....

)

：：

::
»
沙
性
彌
扉
に
從
€

ぃ

:̂

い
。
從
つ
て
次
の
方
程
式
が
成
立
す
る
。 

' 

'
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l  +

 a2r  
A
2
+
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:w-
llJ;-

An

^

程
式
(7

に
於
て
生
產
手
段
の
量
ガ
1
-

-

-

-

R
n
、

及
び
技
術
係
數
公i
------------------

a
n

は
與
へ
ら
れ
.た
大
い
さ.
で
あ
り
、
A

は
方
程
武
S)
乏
び

W

に
ょ
つ
て
，P

の
函
數
で
あ
り
、
從
つ
.て
方
榣
式
(3

)
に
ょ
つ
て
勺
の
函
數
で
あ
る
。
か
く
て
方
程
式
(7
)

は
盡
手
段
.

g

價

楮
S?
. 
• 

‘
，ゃ 

な
る
r

個

を

未

知

.

と

し

て

含

ん

で

居

り

-

且
.

r

個
の
等
式
か
ら
成
る
が
故
に
、
之
祀
よ
っ
て
來
知
數
q

t

:

:i?

が
於
定
せ
ら
れ
る
0 

座

產

爭

獄

め

偕

耠

が

分

れ

：ぱ
々

:1
1

:

ち

に

方

程

式
(3
)

:

に

ょ̂

て

氣

成

版0;:
惙

格

於

箅

出

名

れ

％

,

成
財
^
對
#
る.
各
單
位
期
間
の
#
要
が
決
定
す
今
：そ
れ
故
(5
)
に
ょ
'0
:て
各
薄
他
期
間
忆
如
：何
程
0
#
^
^

れ
ぬ
上
0
:

て
# ;
坐

亂

部|̂ .
べ.：0'
坐

遂

贫

歡9«
當

て

が

狹

定

：す
^
^
^
^

簞
呢
阴
間
1C
捧
#

あ
が
•

種0

生
產
■

.

に
：
提

出

す

：
る

要

補

:̂
^

所

式
'啐

邀̂

產
手
段
の
數
貴
と
の
ー
致
は
、方
程
式
に
(7
)

に
ょ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
か
く
'
し
て
價
将
構
成
の
問
題
は
、
こ
>
に
考
察
し
た
場
合
に
つ 

い
て
は
、
完
佥
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

，

 

,

■以
上
が
、
力.
'ッ.
セ.
ル.
の
有
名
な
る
價
格
構
成
方
程
式
の
概
要
で
あ
る
。..
彼

は「

こ
の
方
程
式
は
價
^
«
成
0
眞
の
本
質
を
示
し.
て.
居_ 

り
、
價
格
糨
成
過
程
は
こ
れ
以
上
簡
軍
な
方
法
に
ょ
つ
て
は
、
精
密
に
論
述
さ
れ
得
な
い
，だ
ら
ぅ」

と
言
ふ
。(

独
l's>
':
:
'

次
に
力
，
セ
ル
は
、
消
費
啻
に
ょ
つ
て
單
位
期
間
に
慾
望
充
足
の
'
爲
.に
支
出
さ
れ
る
貨
幣
頮
が
一
定
で
あ
る
と
^

ふ
假
定
を
棄
て
る
。 

蔻
し
消
費
若
0 :
.

貨
敗
玄
出
瓿
ば
、「

考
6 0

麻
得
^'

ょ〖

つ
：て
^;

乾
せ
:&

れ
1

^

文

*:
の

所

得

は

個

々

手
段
の
價
格
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。•
こ
の
場
合
貨
幣
支
出
額
は
未
知
數
で
.
あ
る
か
ら
、
方
程
式
(4
)

に
於
て
* 

F

l

:

.

.

F

n

o
係
數 

p
l
:
:
r
j
x

は
一
，
定

で

な

く

.

.

そ
れ
は
屯
-
產
手
段
の
價
格
q

1
:

uQ

の
函
數
と
な
る
。

然
る
に
方
程
式
(3
)

に
ょ
れ
ば
、p

l
i
.
p
n

は
未

知
數

q
l
:
*

u°

の
函
败
で
あ
る
。
故
に
，
-
-
-
-̂

は
未
知
數
q「

.：

.
tp
.
以
外
に
は
、
こ
、
で
與
へ
ら
れ
た
も
0
.

と

看

做-$
る

べ

き

定
數
*

即
ち
技
術
係
驗
を
含
む
。
こ
の
こ
と
は
、、
後
述
す
る
や
ぅ
に
貨
幣
額
が
與
へ
ら
れ
ね
ば
、
生
産
物
の
價
栳
は
相
對
的
に
定
ま
る 

の
’
み
で
、
絕
對
的
に
は
決
定
せ
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。 

‘ 

以
上
は
單
純
な
る
靜
態
經
濟
の
場
合
の
考
察
で
あ
つ
た
。
カ
ッ
セ
ル
は
次
に
一
様
に
發
M

す
る
經
濟
を
問
題
に
す
る
。
か
、
る
經
濟 

で
は
、R

i

:

w

,(

單
位
期
間
'
中
;[
1

に
.
供
し
得
る
生
產
手
段
の
數
1 :
')

比

.

樣
に
增
加
す
る
0 '

今
こ
の
增
加
率
を
C

と
す
。
坐
產
手
段 

•

の
價
格
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
' 

貨
幣
所
得
吭
-0

率
で
'増
加
し
\'

從
つ
て
貨
幣
支
出
額
も
同
率
で
增
加
す
る
。
完
成
肘
の
價
格

力
'
ジ
セ
ル
の
價
格
構
成
機
構
論

 

.

一
o

七

(

七
九
九

)



;

•

力
，
セ
ル.
S
t
 
成
f
,

 

ン

'.
一
 
o
八
.
.(

§

〇)

.は

方

程

式
(3
)

に
ょ
つ
て
靶
ぷ
す
‘
る
？
こ
れ
等
の
價
格
ば
^

變
‘
で
|

か
ら
、
'

^

:

.

\^'

も
.
C

,

?

増
.加
し
：
從
つ
て
A

:

:

A
 
b
 

同
举
で
%
加
す
る
。 

、
■

、.
-. 

I

然
し
方
程
式
£
に
於
て
ノ
技
術
的
係
數
a
は
比
率
各
蹲
加
す
f

に
ょ
つ
£

き
換
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
a
は
單
位
a
畝 

に
於
て
射
宗
位
歡
置
を
坐
靡
す
る
に
耍
ず
る
各
種
の
塞
手
段
の
分
尊
ぎ
る
が
、
今

や

塞

は

；！
様
に
梢
加
す
べ
き
で
あ
る
t
 

a
も
5

で
靠
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬq

で
あ
る
。
け
れ
ど.

I
の
新
た
な
‘係
數
は
、
こ-
で̂
'

議

手

段

Q
-«
禁
分
つ
て
ゐ
る 

も

の

李

S

、
與
へ
ら
れ
た
大
き
さ
と
霞
さ
る
べ
き
も
の
で
名
る
。
•ょ
つ
て
方
程
式S

は
本
質
的
t
は
そ
の
轉
徴
を
保
持
し
、
 ̂

つ
て
前
の
場
合
と
伺
じ
く-
生
產
，手
段
の
價
格
を
決
^
す
る
に
^
分
で
あ
る
。
こ >

 
に
於
て
畲
梢
構
成
問
題
が
鄉
決
さ
t
るo  

然
し
ま
だ
»
器

は

如
>1
に
3:
て

醫

的

，に.
決
定
さ
れ
る
か
义
ふ
問
組
が
殘
つ
て
ゐ
る
0
1

F
,::F

"

は
、
貨
裕
單
位
で
表. 

M
し.
た
q
Q
各
々H

任
意Q

震
を
乘
じ
て
も
變
化
し
な
い
形
式
に
あ
る
。
從
つ
^
す
べ
てQ

cr：

為

章

Q

繁

乘

じ

て

も

、
方
程
式
、
 

作
汲
び
S

影
響
を
受
け
な
い
。
故
に
こQ

方
程
式
は
、
單

に

齧

的

篇

集

し

て

ゐ

るQ

み
で
あ
つ
て
、
絕
對
的
倒
皙
东
し
て 

ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
絕
對
的
價
格
を
決
定
す
る
爲
に
は-
尙

！：

つ
の
新
し
い
條
件
が
加
へ
も
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。.
例
へ
ば
一
つ
の
商
f
.

は

一

團
の
商
品Q

價
禁
與
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
貨
1

計

管

れ

た

消

馨

， Q

總
支
出
が
與
へ
ら
れ
た
もQ

と
假
定
し
盖
り
で•  

は
、
こ
の
言
な
條
件
は
名
し
た
。
M-
格
構
成Q
一
般
問
題
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
價
枪Q

:

一
 
つQ

乘
數
は
未
決
定
で
あ
る
。
こ
の
乘
數. 

の
決
，.
從
つ
で
價
格
構
成
問
題
の
激
極.
の
解
決
を
ば
、
ヵ
ッ
セ.
ル
は
貨
辦
論
に
讓
る
の
で
あ.
る
、(

能CO
0  

註 

p
ssel,  Theoretlsche  so

zii

crkonom
ie,  1932.,  

S
s

.117.12s.  

、

註 

C
a
s
s
e
l
,

p

a
.

 

O
.

 

S
.

 

1
3
2
-
7
.

 

V
- 

:

 

:
 

.-
:
;.

(

ー
芩
'.
:補
充
|«
理
ぼ
基_

粮

象

：
-',
::

(

：職

へ

へ

'
:'
:
'/:

输
少
牲
原
理
に
蕋
く
上
述
O
M
格
構
成
め
說
明
で
は
、
坐
產
手
段
の
價
格
が
與
へ
ら
れ
、
ば
生
產
费
は
，常
に
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
假 

定
が
設
け
ら
れ
た
。
然
し
坐
產
戥
は
こ
の
や
ぅ
に
一
宛
し
た
も
の
'で
な
く
、
そ
れ
は
營
業
を
興
に
す
Iる
に
つ
れ
、
或
は
祖
糜
規
模
の
變.

.

化
に
つ
れ
、
或
は
组
產
方
法
の
相
違
に
よ
り
、
或
は
數
種
，の
坐
商
物
が
.結̂

^

>:

て
坐
產
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
變
動
す
る
。
從
つ
て
こ 

れ

等

の

，生

產

费

の

未

決

定

性

を

耿

除

く

请

干

の

.

.補
充
原
理
が
必
要
セ
あ
る
.
。
ヒ
の
き
充
原
迦
.

に
^
つ
て
生
產
費
の
未
決
觉
蚀
が
如
何
に 

し
て
除
去
さ
れ
る
か
は
前
號
.
で
述
ヘ
た
タ
然
し
ま
だ
こ
れ
等
刺
充
原
理
を
ー
'
般
的
價
.格
構
成
問
題
€>

中
に
織
り
込
む
こ
と
.が
殘
さ
れ
て 

ゐ
.
，る
。

ヵ

ッ

セ

，ル
は
こ

-

の
錢
さ
れ
た
問
題
を
ヒ
1

で
解
決
せ
ん
七
す
る
。 

,

:
第

0
同
ー
坐
^

物
が
營
業
•を
興
に
す
る.
に
.つ
れ
て
坐
產
費
を
異
，に
す
る
'場
合
，

'
^
,
.の
價
辂
は
差
等
原
理
に
基
い
て
、
，最
高
の
坐
產 

崖
に
一
致
す
る
。
今
需
要
を
充
た
す
鴉
に
新
た
に
必
婴
と
し
た
營
業
が
、
極
く
沙
蛰
の
，坐
產
物
を
增
加
し
、
且
旣
布
の
營
業
よ
り
も
僅 

か
に
高
い
，坐
產
毀
を
耍
す
る
も
0
と
せ
ば
、
最
後
に
必
恶
と
し
た
，こ
の
營
業
の
4 :
鹿
毀
を
坐
產
摘
張
の
一
觉
幽
數
、
從
つ
て
金
生
產
數 

量
の.
一
定
®
數
と
し
て
t/K
し
、
そ
れ
故
逆
に
，又
全
跋
產
數
量
浩
く
は
該
生
產
物
の.
總
供
給
量
を
最
後-
の.
坐
肩
費
の
、1
茫
画
*
と
し
て
眾 

す
こ
と
が
出
來
今
今
供
給
を
八
と
し
、
最
後
',m
,必
要
と
し
た
營
業
の
生
產
費
を
X
と
せ
ば
、
A
=
f

“な
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

然
し
こ
の
方
程
式
を
立
て
ち
際
に
、
生
^

の
擴
張
、
よ
つ
て
又
最
後
の
钽
商
费
が
豫
め
分
つ
て
ね
な
い
と
い
‘

困
難
が
坐
ず
る
。
こ 

の
困
雛
を
除
^ .

す
る
爲
に
、
生
產
物
の
»
格
を
ー
の
新
し
い
未
知
數
と
し
て
绵
入
し
'

之
を
P

と
す
る
。
今
リ
を
與
.
へ

ら

れ

た

も

の

，と 

せ
仗
、
そ
の
纸
產
物
に
對
す
る
爵
货
は
方
程
式
汾
に
莪
い
て
決
定
し
、
同
時
に
供
給
八
は
方
程
式
例
に
よ
つ
て
決
宠
す
る
。
樂

坐
- 

,
產
物
の
價
格
は
差
等
肢
理
，に
從
つ
て
、
最
後
の
營
業
の
、坐
產
*

と一致する。即ち
で
あ

_
る

。

そ

，
れ

故

A
=

f
§

な
る
力
程
式 

が
得
ら
れ
る
。
こ
の
方
程
式
は
兩
側
に
朱
知
數
を
含
，ん
で
ゐ
■
る
'
。
故
に
■

こ
の
未
知
數
の
決
: ^

と
共
に
、
こ
.
の

方

程

成

は

，こ

\

把
»
察
し 

た
場
合
に
つ
い
て
*

一
般
價
格
糨
成
方
程
式
の
解
，決
を
承
す
の
で
，あ
る
。
，
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ヵ
ッ
5

の
懷
格
構
成
櫧
構
論 

、
 

ニ

〇

(

ル
2

一)

.

第
二
。
生
產
居
體
が
唯
一
.の
營
業
.で
營
ま
れ
、
生
產
物
單
位
當
り
の
生
產
費
が
生
產
規
模
の
擴
大
に
つ
れ
て
減
少
す
る
場
合
、
そ
の 

生
産
物
S

格
は
平
均
生
產
廣
に
ー
.致
す
る
0
.今
完
成
財
.の
價
格
？
を
來
知
數
と
し
て
、
假
り
に
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
‘る
。
す
吒
尤 

'
そ
の
生
產#

に
對
す
る
需
要
、
從
つ
て
璧
の
擴
張
が
.分

る
,0
他
方
こ
の
第
二
の
會
充
原
遡
に
よ
れ
ば
、
？
孽

均

毀
2

等
し
い
0 

. 

そ
れ
故
盡
規
模
も
平
均
i

费
A

P
で
表
示
さ
れ
、
•坐
產
規
模
と
平
均
坐
龜
？

の
間
に
一
定
の
方
程
式
が
成
？

る
が
故
に
、
卡

：

知
數
P
が
藤
出
さ
れ
る
。
即
ち
P
は
殘
餘Q

未
知
數
で
於
さ
れ
、
方
程
式
は
二
.般
的
な
場
合
に
於
け
t

同
じ
く
、
決
定
蚀
を
保
持
す

る
o 

’ 

■

. 

. 

.

第 
1
1
0技
術
的
に
種
々
の
坐
產
方
法
が
可
能
な
る
場
合
*
代
用
原
理.
に
恶
い
て
最
も
.促
廉
な
る
生
赓
手
段
を
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ

の

で

/ 

あ
る
が
、-
こ
の
质
理
は
坐
產
手
段
の
價
格
が
與
へ
：ら
れ
X
ば-
•.
直
ち
に
應
用
さ
れ
# .
るo  

ぃ
 

:
.

夕_

^

'_

種(

の
^
邊

趣

.^
物

:^
固
觉
ゼ
_

;5
^
鋪
胤
::
2

:

^

■
 

數
簋
t
未
知
數
と
す
れ
ば
、
结
四Q
補
充
原
理
に
悲
い
て
、
結
合
坐
產
物
の
各
々
に
對
す
る
霞
が
、
假
史
さ
れ
た
價
格
に
際
し
て- 

坐
產
せ
ら
れ
た
數
量
に
一
致
し
て
ゐ
る
こ
と
を
表
示
す
る
方
程
式
を
得
る
。
尙
又
總
坐
產
物
の
生
鹿
费
と
各
種
の
部
分
的
生
產
物
か
ら 

黨
出
さ
れ
た
總
生
產
W
Q
收
益
と
が一

致
す
る
必
要
か
ら
、

一
つ
の.
新
方
程
式
が
與
へ
ら
れ
る
ノ
こ
れ
ら
の
方
程
式
に
よ
？

、
新
た 

な
未
知
數
は
總
て
坐
產
手
段
の
價
胳
で
示
さ
れ
、
普
通
に
僂
格
鞲
成
問
題
を
取
扱
ふ
こ
と
が
出
來
るo  

::
':
«
合
生
缠
湘
o
涯
滴
:̂_

:-
0.
^

杧̂_

り
:̂
'
采

.0
■
對
物
*

:*
が_

化
す
る
#
合
ほ
^̂

靡
物
の
各
名
數
署
瓦
及
び
ゾ
と
す
れ
ば
ノ
こ
れ
等
の
數
量
の
間
に
は
、
假
龙
に
よ
つ
て
一
方
の
數
香
の
增
加
は
他
の
鳖
ゲ
の 

.
減
少
に
よ
つ
て
の
み
得
ら
れ
る
と
い
ふ
關
係
、
即
ち
^x

y
Y

O

な
る
方
程
式
が
成
立
す
る
。
更
に
又
、相
互
に
代
用
し
导
る
最
炎
の
坐 

產
炉
J
量
は
同
_一
 
の

,M
格
を
料
た
ね
ば
允
ら
ぬ
。

妞
ち
微
分
方
程
式
：play
十P2dy.no  .
.(

但
し
？ . P

2

は|

一
 
つ
の
生
產
%
の
賈
格
>
が
，

成
立
せ
ね
ば
な
ら
•ぬ
。
未
知
數
た
る
ぇ
と
ダ
は
こ
の
一
一
つ
の
方
程
武
に
ょ.
つ
て
.決
定
さ
れ
るO

こ
'、
で
カ
ッ
.セ
ル
の
試
み
た
硏
究
は
、
茜
だ
し
く
抽
.象
的
で
: *
つ
；て
、之
を
以
て
實
際
の
經
濟
生
活
を
說
明
す
る
と
と
は
出
來
な
い
0 

こ
の
こ
と
を
'彼
も
認
め
て
ゐ
る.
の
で
あ
る
が
、.
し
か
も
尙
彼
は
、「

我
々
が
V
あ
ら
ゆ
る
價
格
が
同
時
的
に
決
定
さ
れ
る
劃
一
的
過
程
と 

し
て
の
價
枪
構
成
の
正
し
い
概
念
を
得
ょ
ぅ
と
す
る
な
ら
ば
：
之
の
や
ぅ
な
硏
究
は
避
け
^ ;
れ
な
い
。
價
格
槨
成
の
か
く
の
如
き
#

一
 

的
把
握
こ
そ
'
各
糖
交
換
經
濟
を
結
合
す
る
全
因
粜
關
係
の
必
要
な
概
觀
を
與
へ
るy

と.
.

®
ひ
、
か
く
の
如
き
硏
究
の
價
値
を
認
'め
て 

ゐ
名
の
で.
あ
る
o.(

註.
3.)
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S
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價

格

構

成

の

決

定

根

據
'

.

: :.
カ

ッ

：

「

セ
：
：
ル

は

、
：：
以

上

を

も

や

：
て

«

少
_

原

理

と

補

充

：原

迦

£

基
: <
.

價

格

_

成

方

程

式

の

論
 

い
て
說
明
を
試
み
る
;0
.

.

:

.
 

. 

:

■■
.

'
 

V
,

價
格
の
決
定
根
據
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
屢
ミ
論
爭
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
カ
ッ
セ
ル
は
、
彼
の
方
程
式
か
ら
、
こ
の
問
題 

に
次
の
如
き
解
答
を
與
へ
る
。「

價
根
の•
決
定
根
據
は
、
方.
程
式
の
各
種
の
與
へ
ら
れ
た
係
數
で
あ
る
。
こ
れ
等
の•
係
數
は
、
我
々
が
慨 

.

凇
の
：客
*
的
诀
定
根f

也
主
觀
的
決
定
稂
艰
々
稱
七
得
る
ニ
づ
办 

手
段
：の
數
裏
尺)

、
：-
'部
社
：所
謂
艰
撕
係
激
^

激
で
ネ
る
。
價
格
の
決
啶
に
は
、
こ
れ
等
す
ベ
て.
の
要
因
が
必
要
で
あ
る」

と
。

,

^
れ
故
?*
::
«

栳
を
客
觀
的
決
定
根
據
文
せ
主
觏
键
淀
：艰
據
«>
;*
に
歸
せ
ん.
と
夂
る「

客
觀
：的
慣
値
學
說」

又
は「

由
觀
的
妬
値
學
說」

. 

は
、
彼
に
ょ
れ
ば
、
、無
意
味
で
あ
つ
て
、「

文
獻
に
於
て
不
釣
合
な
贬
，；5
場
所
を
占
め
た
こ
れ
等
價
値
學
說
間
の
論
哦
全
部
は
従
勞
に
過 

"

カ
ッ
セ
ル
の
倒
格
構
成
機
櫞
論 

•
一
一」

(

八o
三)

f!_
N,::

I'I
I
f c

II
m



ヵ
ッ
セ
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S

格
構
成
I

論
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:

、

,
，

■

.

ニ
ニ 

(

.八
〇
四)

. 

ぎ
な
い」

の
で
あ
る5

か
-
^
見

地

益

つ

て

、
彼
‘，は
限
與
效
角
學
說
と
生
産
費
學
說
を
否
兔
す
る
。
需
要
は
價
格
と
い
ふ
可
霧
に
依
存
す
る.
が
故y

、 

「

完
成
財
並
に_

手
段
に
對
す
る
個
々
の
需
要
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
充
た
さ
れ
得
‘る
か
、
從
つ
て
何
人
が
緊
J
貝
者
で
あ
る
か
、 

或
は
何
れ
が
最
後
i
充
足
さ
れ
る
i
p

l

か
、
よ
つ
て
又
繫
效
用
は
如
何
I

高
I

持
つ
て
t

か
は
、
す
べ
て
•方
程
或
に 

•
よ
る
價
格
の
決
免
と
關
聯
し.
て
の
み
答
へ
ら
れ
得
る
問
題.
で
あ
る」

。.U

の
"や
ぅ.
に
賢
效
用
は
、g

題
の
未
知
數
と
し
て
J

i

く 

同
一
の
2

1

め
て
ゐ
る
か
ら
し
て
、，「

限
#
效
f

價
格Q

說
明
根
據
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
璧
味
で
あ
る
し
今 

坐
產
費
說
に
つ
い
K
I

様
な
こ
と
が
言
へ
る
。.
即

ち「

財
の
塞
費
は
方
'

ig

式g

に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
、
從
つ
て
出
題
の
t

數 

を
成
し
，て
I

I

手
段
の
價
格
が
知
ら
れ
る
ま
セ
は
、不
明
で
あ
る
。
若
し「

I

的

隻

費」
(

I

f

 
ロ 
I

I

I

I

P

 

價
梢
構
成Q

共
同
決
唐
因
と

し
て
擧
げ
；よ
ぅ
と
す
る
な
、ら
ば
、
.

そQ

場
合
我
々
は
單
に「

技
術
係
.
數」

a

を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
U

O

绒 

に
一
‘度
述
べ
た
勿
く

費
用
は
交
換
經
濟
的
概
念
で
あ
つ
て
、
屢

が

愁

謹

足

手

段..の.
稀
少
性
：の
爲
に
價
格
に
よ

つ

て

管

さ

れ

ね 

ば
な
ら
ぬ
と1K

ふ
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、

一
般
に
發
生
す.
る
冬
の
で
あ
る」

とo

 (

訪
4

0
 

,

、

力

，
し

て

力

セ

ノ

に

よ

れ

ば

、價

格
.

の
汉
定
沿
據
は
三
つ
あ
る
。j

は
主
觀
的
決
：

K

根
據
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
需
要
が
書
物 

の
價
格
に.
依
存
す
る
8

で
あ
り
、
ニ

及

望.
は
客
觀
的
決
定
I

で
あ
つ
て
、.
ぞ
れ
は
I

Q

技
術
的
條
f

、‘
涅

供

し

得

1

 

擊

段

Q

數
量
で
あ
る
。
然
し
價
麓
成
の
補
充g

理
が
適
犯
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
I

的
決
定
根
據
は
一
部
分
修
班
さ

れ

、

他
Q 

•
-の
に
ィ
/
丨
さ
れ
る
，位
へ
ば
兔
等
拟
理
は
敁
稀
的
^1

鹿
條
件
が
坐
產
の
>
顿

跟

に

促

存

す

る

態

様

を

、

代

用

原
理

は
：：：！

互

にn

y
 

代

用

さ

れ

得

る

•
生

產

手

段

Q

鍪

間

Q

關
係
の
態
様
を
、
霧

驚

の

蠢

的

決

產

據

と

し

て

f

す

る

。

,

ュ

r

:

こ
れ
等
l

i
Q
S
決
定
根
據
を>  

ミ

V

ル
、は
價
格
Q
_

的.
決
定
I

と

呼
そ

，
I

遠

方

程

式

の

說

明

で

は

、

1

9

決
定
根
據
は
與
へ
ら
れ
た
耍
因
と
靑
做
さ
れ
だ
。
.然
し
こ
れ
等
は
^

經
濟
生
活
菔
に
一
.般
人
間
生
活
の
、
種
々
の
要
因
に
依
#
し
て
ゐ 

る
.。
例
へ
ば
、「

人
口
數
の
變
化
、
又
は
苹
齡
、
性
、身
分
、階
級
所
属
、
職
.業
に
關
す
る
人
口
構
成
の
變
化
、
經
濟
組
織
-
法
制
、課
税
の 

邋

化

、
：
補

約

：に
贿
ず
洚
國
民
：

0
:經

搞

的_

办

變
^
7
:身
分
相
應
；
§
_

敏
の
.
»成

被
^
^

_ 

:の
.被
壞
：'-;
>
:天
徽
資
：源
め
_

渴
、
|)
?

產
顺
.の
：發

見

：、

》

新

地

域

：の
；
開

赞

蔵

1

^
廳

 

:

勤

胜

沾

活

動
_

令

與■

も

ゆ
： .

疆

戀
―

；で

あ

备:.0
篇

丸

義

：の
:&

セ
ル
设
、
こ
れ
ま
で
取
扱
つ
た
靜
態
的
價
格
構
成
論
は
か
、
る
動
態
'に
つ
い
て
も
本
質
的
意
義
を
持
つ
て
ゐ
る
と
港
へ
る
。

.

さ
て
こ
れ
ょ
り
も
更
に
先
き
の
所
に
存
す
る
原
因
が
、.
價
格
の
決
定
艰
據
に
如
何
に
影
響
す
る
か
は
、
各
場
合
に
つ
い
て
解
答
さ
れ 

ね
ば
^
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
4
カ
ッ
セ
ル
は
、
こ.
の
•
問

題

を一般
的
經
濟
理
論
の
任
務
外
に
置
き
、
經
濟
理
論
に
於
て
は
、
單
に
價
格
の 

直
接
的
決
定
根
據
の
變
化
が
價
格
權
成
の
上
に
、
且
’又
そ
れ.
と
關
雕
し
た
坐
產
の.
'指«

の
上
に
、
如
何
に
影
響
を
及
ぼ
す
：̂
を
示
す
に 

と
^
め
る
の
で
あ
る
。 

f

:

..
:

靡

遐

直

接

拥

決

萣

根

據

<2
>

養

達

：、
«

格
構
成
敗
興
侧
故
る
歉
響
を
||
;

:へ_

す
る
。
か
X
る
說
明
の
中
に
、
靜
態
經
濟
か
ら
動
態
經
濟
へ
o
進
路
を
示
し
て
ゐ
る
。

:義

:̂
主
嚷
勸
彼
流
' *
據
に
ガ
■

■

■
遊

筇

蓮

:0
變_

は
^
^
^
^
^

.す

場

合

に.の
み
、
價
栳
に
影
響
を
與
へ
.る
。•-

蓋
し
こ
の
ニ
.種
の
要
因
が
.與
，
へ
ら
れ
、
ば
、

假

定

に

從

つ

て

、
完

成

財

の

價

格

が

決

定

さ
.： 

れ
4

か
ら
で
あ
る
。
所
.で
完
成
財
に
對
す
る
需
要
の
變
化
が
、‘
生
產
手
段
を
他
の
用
途
に
使
用
せ
し
め
、
ぞ
の
爲
に
こ
の
坐
產
手
段
の 

顏

需

瘦

囊
B

せ
旧
め
な
：か
，_

る
：t

K

o場

合

.需

要

麻

暴

聽

敗

忙

對

奴

で

如

何

:̂
レ
#

^

が
、
さ
ぅ
で
は.
な
い
。
か
1
る
際
に
も
ー
宛
の
總
需
要
が
存
す
る
土
>
ふ
こ
と
が
、
坐
產
序
段
の
價
楮
を
維
特
す
る
本
質
的
條
件
で
あ 

カ
ッ
セ
ル
の
價
格
構
成
機
#
論 

-

•
.
, 
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八

0
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•  

る
。
完
成
財
に
對
す
^.
需
要
が
生
產
手
段
0 .
總
需
耍
、に
變
化
を
與
へ
れ
ば
、
I25
C
ふ
ま
で
も
な.
く
，
■
^•
襁
成
に
影
響
を
双
ぼ
す
。
然
し 

る

場

合

に

も

！
^

忆

影

響

を

及

ぼ

さ

ぬ

こ

と

が

あ

^

。

例.
へ
城
需®
が

增

加

，
し

て

も

、

之

，に

坪

つ

て

坐

產

手

段

及

-び

原

料

の

供

給
 

,
が
增
加
す
る
場
合
之
で
あ
る
):
°
更
に
又
|
|耍
の
變
化.
が
也
產
費
に
影
灣
し
、-
こ

の

座

產

费

を

通

じ

て

價

格

襁

成

に

^

^

を

及

ぼ

す

こ

と 

.
が
あ
る
。
即
ち
需
要
が
增
加
し
て.
、
之
を
‘充
た
す
爲
に
一
麼
高
い
產
費
を
要
す
石
營
業
を
新
た
た
必
要
と
す
，る
場
合
、
即
ち
_

胺

理
の
適
用
さ
れ
名
場
合
^
は
、
價
格
は
騰
貴
す
る
。，
之
；に
反
上
て
坐
產
の
鑛
張
に
ハ
ょ
つ
て
坐
產
費
が
歡
減
す
る
場
合
に
は
、
價
格
は
下

‘落
す
る
。- 

'
'

■ 

.•

•

 
„

次
に.
客
觀
的
決
宛.
§

で
あ
る
生
產
の
技
術
的
條
件
は
ど
ぅ
か
と
い
ふ
に
、
力
ッ
セ
ル
は
之
に
最
ネ
蜇
惡
な
る
_̂

を
認
め
て
ゐ
る
。

生

崔
:̂
潘
'̂
:艰
^

购
變
革
'̂
見
た
前
世
紀
に
於
て
、
ゾ1

.こ
-
9
重
：延
性
は
最
も
ょ
く
.例
證
さ
：れ
'る
々
且
種
々
な
る
生
產
分
野
で
觀
察
さ
れ
る 

代
用
現
象
も
こ
の
重
要
性
を
示
し
て
ゐ
る
。

•

«.
.
,
, -

':
■

,

，最
後
に.
生
產
手
段
の
量
が
價
梢
鞲
成
に
影
響
す
名
こ
と.
は
^ ;
4
ま
で
'?
>
な
い
0
こ

の
量
0.
變
化
は
‘ r

部
は
直
接
そ
の
坐
窗
手
段
の
相 

對
的
输
少
性
に
及
ぼ
す
影
響
に
ょ
り
、

一 .

部
は
間
接
に
坐
產
方
法
の
選
擇
に
：及
ぽ
す
影
響
に
ょ
つ
て
、«
格
構
成
に
作
仞
す
る
。
然
し
代 

用
原
理
が
效
カ
を
有
す
る
時
は
、

ー
坐
產
手
段
が
#
少
す
れ
ば
、
他
の
坐
產
手
段
を
用
ひ
て
同
一
生
產
物
を_

し
得
る
か
ら
そ
の
價
，
 

格
は
變
化
し
な
い
。
然
し
な
が
ら
坐
產
字
段
の
量
乂
は
配
給
が
充
分
で
あ
る
か
否
か
は
、
や
は
り
價
格
鞲
成
•
の

本

質

的

決^:
根

據

を

な 

す

の
'で
あ

る。

~  

■

,
 

. 
'

:

か
く
乙
て
ヵ
ッ
セ
ル
姑
次.
の
や
ぅ
に.
結
論
し
て
、
價
格_

成
機
糨
の
說
明
を
終
へ
る
0

ノ.：ノ
：
-̂
養

理

麵

,0
_

漱
.

舊

:«
觸

：_

つ
：
て;̂
_

取

霞

顏

へ

坐

靡

活
•€>
價
格
鞲
成
過
程
に
と
つ
て
本
賢
的
竄
_

を
有
し
、
そ
れ
故
尙
極
め
て
.基
本
的
で
簡
單
な
る
價
格_

成
理
論
を
樹
立
す
る
際
に
も
、

f

® ， 磁 吳 磁 备 集 ^ ^ 祝 -細 薇 姑 一 ， 严 :へ -.一 ，

と
れ
等
の
內
一
つ
と
し
て
等
閑
に
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
明
ら
如
で
あ
る
。
然
し
三
種
の
決
定
根
據
が
共
に
蔣
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す 

れ
ば
、
價
格
鞲
成
理
論
は
本
質
的
に
命
の
問
題
解
決
中
に
含
ま
ル
て
居
り
"
且
こ
の
解
決
以
外
に
は
、
交
換
經
濟
の
木
質
的
現
象
を
描

:

,
寫
し
'

說
明
す
る
價
格
構
成
理
論
は
他
に
あ
り
•得
な
い」

と
。

S
 

. 

.

註

4 

Caasel, a. 

»
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'
:
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cassel
「
a
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.
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H

、
批

判
 

：

，.カ
ツ
セ
ル
の
價
将
構
成
機
構
論
は
、
彼
の
1
理
論
的
社
會
經
濟
學」

中
の
精
髓
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
.今
日
ま 

• 

^
試
み
ら
れ
た
批
判
は
實
忙
多
數
、
多
方
而
に
亙
つ
，て
ゐ
る
。
然
し
こ
れ
等
の
諸
批
判
は
"
大
體
次
の
五
項
目
に
關
し
て
分
類
さ
れ
得
，
 

る
。(

A〕

數
學
的
方
法
に
つ
い
て
、
パ
B

M

f

e

.

r

o 

$

て
、(

C〕

價
値
學
.說
無
用
論
に
つ
い
て
、(

D〕

方
程
式
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

、(

E

〕

價
格
2>

央
定
枳
11

に
つ
い
て
。
'從
つ
て
、
こ
、
で
は
使
{

且
上
こ
の
五
祖
目
の
も
と
に
各
學
蓉
の
批
刺
.を
紹
介
し
つ
\
、
.カ
ツ
セ
ル 

.
の
價
楮
構
成
機
構
論
の
安
當
性
を
檢
討
す
る
•

こ
と
に
す
る
。
•

.

.

.

'

.
 

■

.
(

A)

數

學

的

方

法

に

つ

い

て
.

.
現
實
'の
經
濟
現
象
は
、
數
學
的
精
密
性
を
も
つ
て
_

く
も
の
.で
.は
れ
い
が
、
、數
學
的
表
.現
を
用
ひ
る
.こ
と
に
ょ
つ
て
、
經
濟
現
象
間 

の
相
瓦
农
存
關
系
が
浦
單
、
a

精
緻
に
解
明
し
得
，ら
れ
る
の
_で
、a

ザ
シ
ス
學
派
の
ヮ
A

ラ
ス
、
‘バ
レ
i

'h
以
來
、
數
學
的
方
法
に
ょ 

つ
て
經
濟
理
論
を
展
開
せ
ん
と
す
る
試
み
が
一
般
に
行
は
れ
て
來
た
。
.經
濟
理
論
の
'認
識
手
段
と
し
セ
#
學
的
方
法
を
利
用
す
る
こ
と 

に
、
.今
日
異
論
を
柳
へ
‘る
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
？
從
つ
セ
力
.
.ツ
セ
ル
の
數
學
的
取
扱
ひ
の
可
否
に
.つ
い
そ
も
、
と
X

で
間
題
に
す
を
必
.

要
を
見
な
i

あ
る
が
、

て
i

法

靈

せ

|

|

_

で
、
こ
、
戀

I

I

、
そ

,
.
. 

丨

力-
ツ
セ
ル
’の
價
格
櫸
成
機_

論. 

.

- 

ニ

五
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(

A
O
L
'. 

.
,
,
.
'
の

不

當

な

る

-2
:
と.
を
述
べ.
よ
’
と
思
ふ
0.
ソ...
：
.

-
■
テ
ィ
ー
ル
は
、
カ
ッ
セ
ル
の
數
學
的
方
法
は
彼
の
理
論
を
よ
权
よ
く
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
彼
の
擧
說
の
强
い
組
織
的
時
毁
を

ン
：：

:1
;1
:;
|

1

1

，

泰

結
1 :
1
_

:1 _

1

1

い

嘉

ひ

、
經
濟
生
活
、の
具
體
说
問
題
を
包
括
す
る
現
實
的
硏
究
の
3:
,
要
性
を
龊
_
,す
る
0

彼
は
.更
に
、
こ
の
數
學
的
公
式
を
理
挣
兔
る 

爲
に
は
徵
雜
な
高
等
數
學
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
カ
ッ
セ
ルQ

價
格
構
成
論
は
一
般
に
理
解
し
難
い
と
考
へ

、

ア

モ

ノ

の

っ

余

は

數

-ト
に 

亙
つ
て
藤
を
行
つ
•た
。
そ
し
て
十
人
の
大
學
组
中
：一
人
も
カ
ッ
セ
ル
の
價
格
簾
問
題
.の
說
明
を
根
本
的
に
理
解
す
る
.こ
と
が
出
來 

な
い
こ
.と
を
常
に
發
見
し
た」

(

警

〕

と
い4

言
葉
を
引
用
し
て
、「

經
濟
學
は
決
し
て
秘
密
科
學
で
あ
る
べ
き
で
な
い
' 

寧
ろ
經
濟 

學
.の
問
題
は
•一
 

般
に
理
解
さ
れ
る
や
ぅ
に
說
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ」

と
1

2
。
從
つ
て
彼
は
擻
學
I

ひ
ざ
る
價
I

を
稱
揚
す
る
。 

即

ち「

從
來
の
-價
格
論
翁
、
例
へ
ば
4

1

•ト
、
ミ
.
ル
.、
、
ヘ
ル
マ
ン
、
レ
キ
ク
ス
‘め
如
き
著
者
は
、
價
梢
理
論
を
數
學
的
公
式
化
に
よ
. 

、ち
ず
し
て
說
明
し
.
し
か
も
1̂
學
的
栽
養
づ
け
は
確
か
に
4

り
少
く
は
な
か
つ
たo

自
分
に
と
つ
て
は
、
例
へ
ば
へ
ル
マ
•ン
が
彼
の
價 

格
論
に
於
て
、
需
要
,

の
個
々
の
決
觉
要
因
を
說
明
し
目
科
學
的
に
分
析
し
て
ゐ
る
や
ぅ
な
方
法
は
、
カ
ッ
セ
レ
の
方
法
よ
り
も
遙
 ゝ

.に
優
れ
て
ゐ
る
.や
う
に
田
|
.は
れ
.る」

..と
:0
,
8
7
.

〕

：.
. 

■ 

•

'カッセルの價格
方程式が

實
際
の
說
明
に
不

響

で
あ
る
こ
と
.は
、
.
そ
れ
が
數
學
的
公
式
で
あ
る
限
り
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
、
 

る
' 

力
、
' 
セ
.リ
士
て
も
こ
の
方
程
式
そ
の
ま
、
の
形
で
價
格
：が
構
成
さ
れ
る
-

U

は
決
し
て
考
.へ
て
ゐ
な
い
。
た
ヶ
價
格
席
成
機
览
を
^
 

‘
明

に

す

碁

H

方
程
式
を
利
用
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。
か
4

目
的
に
數
學
的
方
法
を
使
用
す
る
I

は
許
容
塞
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

髙
等
數
學Q

使
：： ±；

に

志

て

經
s
f
を
秘
密
科
學
た
ら
し
め
る
と 
> ふ
デ

ィ

上Q

異
論
ぐ
、
力
ッ
セ
ル
に對

： 3

て
は
霧
し
欠
い
。

.
一
殺
に
カ
ッ
セ
ル
は
ヮ
ル
ラ
ス
.Q

 

■
雜
な
方
程
式
を
ラ
簡
單
に
、
.わ
1

明
«

に
し
た
に
過
ぎ
ぬ
と
言
は
れ
て
f

、
他
の
數
理
經
濟

乒 ■卜が、: V .% > r.Js-S-*.W |「•-.一-— -：--------

E l '  - ■

學
派
の
說
明
に
比
す
れ
ば
、
頗
る
理
解
に
容
易
な
.や
で
あ
る
_。
カ
マ
セ
ル
自
设
も「

價
格
權
成
機
*

の
本
質
は
、
數
個
の
米
知
數
を
有 

■:ず

：
る
：方

程

其
'0
:
1
:般
的
知
識
さ
へ
.あ
れ
ば
會
得
.ず
冬
こ
％

方
程
式
を
用
ひ
ず
し
て
、
價
格
論
を
科
學
的
に
蕋
礎
づ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
o
,•然
し
方
程
式
を
利
用
す
る
方
が
、
價
格
糨
成
機

. 

:♦
 

•-•••
. 

.

.

•.. 
*•,.
•+-.........••
•:•.•„• 
• . 

...... 

V:;.-
‘-
.....i-
z.i'l...
• 

..:
■•••. 

, , . 

.
•. 

v 

: 

-

■

を
'理
獬
す
る
に
便
な
の
で
あ
る
。
カ
ッ
セ
ル
は
後
の
著
書
_に
‘於
て
、
數
學
的
.取
扱
の
•必
要
を
强
調
し
て
ゐ
る
。
即
卷
3

醤

霞

 

題
は
；、
.
.各
■

に
決
定
さ
れ
得
る
侗
別
的
價
格
間
献
の
一
聯
に
ょ
- o
て
ばg

^

す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
，。

一
定
商
品
^

對
ず
る
酿
要
ぼ
':
；
'二
. 

般
に
該
商
品
の
價
楮
に
依
存
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
又
あ
ら
ゆ
る
他
の
商
ロ
1
の
»

栳
に
依
存
す
-る
。
.概
し
て
.、
經
濟
學
co
:

®々
<D
要
因 

は
、
そ
れ
等
.の
孰
れ
も
が
別
個
に
取
扱
は
れ
得
な
い
や
ぅ
に
、
相
互
に
關
係
し
て
ゐ
名
'0
こ
の
理
山
の
爲
に
、

一
般
價
箱
問
題
は
必
然
：
 

的
に
：唯
一
の
銃
ー
讷
問
題
.で
.あ
る
。‘
'が
く
の
如
き
問
題
は
、
聯
立
方
程
式
に
ょ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
得
る
^
こ
名
の
多
く
の
未
知
數
を 

有
す
名
數
學
的
問
®

と
し
て
、
取
扱
は
れ
ね
ば
な
ら
れ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
.
價
漱
の
.科
學
的
理
論
は
”
；か
く
.の
如
き
方
程
式
；0
形 

式
を
持
た
ね
ば
な
ら
.ぬ
。
而
，じ
て
こ
の
方
法
以
外
に
•

憤
格
決
定
過
程
に
全
く
贫
際
的
關
聯
を
示
し
て
ゐ
る
方
法
は
な
い
。
從
っ
て
こ 

ヾ
の
均
衡
價
梢
論
.は
或
數
理
學
派
の
特
定
見
解
の
祺
な
る
表
現
.
.で
は
か
い
0

事
賓
均
衡
論
は
唯
一
の
可
能
な
る
理
論
で
あ
る
。
し
か
し 

て
他
の
如
何
な
る
理
論
も
之
に
代
る
こ
と
は
出
來
な
い
し
、
又
如
何
に
し
て
も
之
高
等
の
地
位
を
要
求
す
る
-<
:

と
は
出
來
な
.い」

：と

f

)

o 

•

-
 

,

,

:

カ
ッ
セ
ル
は
均
衡
理
論
の
必
要
性
を
餘
り
に
も
靡
大
し
.て
ゐ
る
'嫌
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
經
濟
的
諸
要
因
は
密
接
な
る
相
互
侬
存
關
係 

に
あ
り
、
そ
の
各
々
は
他
の
す
べ
て
に
ょ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
"

他
の
す
べ
て
と
同
時
に
辎
定
せ
ら
れ
る
性
質
を
有
す
る
が
故
に
、
方
程 

式
の
使
用
被
”

.諸
要
因
の
：僧
胳
に
：及
ぼ
^

影
響
と
そ
叫
等
諸
宴
風
肋
：の
關
係
ぞ
明
瞭
.，に
隶
$

に
役
^

學
的
方
法
の
使
用
は
認
め
ら
る
べ
き
で
.あ

ら

ぅ
.0
: 

\
 

•
 

. 

,
■•
• 

‘

カ
ッ
セ
ル
の
僙
格
櫞
成
機
構
•論

• 
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c
a
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in

kin
g

3*Econom
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^)

假
定
に
つ
い
-€
.

i 

.

‘

u

l

l

l

l

l

屢
ゐ
用
し
た
如
く
、
デ
ィ
-

ル
は
根
味
的
‘に
ヵ
ッ
セ
ル
に
反
對
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
點
に
つ
い
て
H

■ミ

な

o

彼
は
先
づ
麗
經
濟

Q

硏
究
I

定

蒸

尋
.

そ
れ
か
ら
生
撃
段
I

及
び
技
術
係

數

を

一

轰

り

參

t

忘

對

し

.

、
H

，に
"
T

d

る

-價

格

理

雙

麗

は

、

5

Q

形
態
£
•
しV

如
何
な
る
要
票
產
的
で
あ
る
か

,

I

す
る
こ

と

で

あ

つ

て

、
こ

れ

等

要

因

を

與

へ

ら

れ

た

も

の

と

假

定

す

き

と

で

は

な

い

」

I

さ

。

I

價
f

 

一
 

f

尝

割

て

.

^

幣
經
濟
I

る
t

i

量

I

て
、I

價

値

が

如

何

屢 

•
價
格
料

，
鈴

を

ば

：
問

題

餘

兄

な

る

^

 

.

m
邊
冰
男

敎

按も
、
ヵ
ッ
-セ
ル
の
價
格
論
を
簡
單
に
紹
介
せ
ら
れ
て
後
、
三
つ
の.
雛
點
を
擧
げ
ら
れ.
る
。

一
は
、
彼
の
憤
胳
論
が
相

一
定
の
財
貨
队
需
耍
函
數
の
形
を
知
夂
又
は
多
數
cb
財
貨.
の
.技
術
#
數
七
知
る
こ

と

は

不

可

能

.‘で
•あ
る」

こ
と
、

三
は
、「

一
般
的
均 

衡
狀
態
に
於
け
，る
靜
止
的
叉
は
ニ
定
の
率
を_
以
て
全
谢
的
に
規
'則
1£
'
し

く

發

腠

す

;̂
>
貨
1

濟
社
會
を
假
定
す
，る
こ
と
は
、
現
實
の
儕 

格
の
變
動
の
說

明

を

斷

念

す

る

こ

と

に

な

る」

。
_ 

.

「

そ

こ

で

之

等

の

說

明

ず

ベ

き

問

題

に

就

て

、

豫
め
隨
意
な
解
答
を
與

へ

て
ゐ
る
似

^
 

:

を

:#
ず
：薩

格_

啟
：同
義
風
覆
驚
^ ;
議_

|
ロ
は
れ
參
の
ー
■
免
分
®
■
想

.镑

こ
の
や
ぅ
’な
非
雛
は
尤
も
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
ヵ
ッ
ゼ
ル
<D
>
理
論
の
致
命
的
缺
陷
t
は
な
い
。
彼
自
身
*
そ
の
假
定
が
實
際
に
充 

た
さ
れ
な
い
こ
と
を
知
づ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
，も
拘
ら
ず
敢
て
之
を
假
宛
す
る
に
は
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。.

v

ヵ
ゾ
セ
ル
は
、
彼
の
慎
務
論
の
特
也
を
四
つ
敷
，げ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
說
明•
に
よ
つ
て
、
何
故
非
现
實
的
な
假
定
の
も
と
に
價
格
論
を 

M
開
し
た
か
の
理
由
が
明
ら
が
に
ざ
れ
る
。
先
づ
第
，一
の
僻
色
は
、.一

般
價
格
問
題
を
、
如
，何
祀
し
て
相
對
的
價
格
が
決
定
さ
れ
る
か
，
 

と
い
ふ
問
題
と
、
如
何
に
し
て
‘
ー
般
物
價
水
華
が
確
宛
さ
れ
る
か
と
い
ふ
、
ニ
つ
の
異
つ
た
問
題
に
分
け
て
考
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

-
價
栳
の
均
衡
理
論
を
敍
述
す
る
際
に
、

一
ク
の
貨
幣
制
度
が
前
提
さ
れ
る
。
.し
か
し
て
如
何
に
し
て
貨
辦
單
位
が
確
宛
さ
れ
る
か
と
い 

ふ
問
題
は
貨
帶
論
で
取
扱
は
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
や
ぅ
な
考
察
，方
法
は
企
く
自
然
で
あ
り
、
又
科
^
的
、
敎
育
的
長
所
を
特- 

づ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
か
1.
る
方
法
を
用
ひ
，ず
に
價
格
論
を
說
明
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
、る
と
信
ず
る
0.
第
ニ
の
將
饱
は
* 

彼
の
慣
格
論
が
稀
少
挫
原
理.•
に
銮
く
こ
と
で•あ
り
、
第
三
社
ぞ
の
價
格
論
が
，あ
ら.
ゆ
み
«
格
を
包
含
し
、
か
く
ず
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ

::〕

- 
. 
-'•
:-...
'
• 
.':
.. 
I.......... .... 

.
■.
',. - 

- 

.■'
■.
.、
..
••
;''
......
 

... 

.
 

;  
>:'.... 
. 
.... 

..... 

.. 
- .. .... ... 

J
T
I
.. 

■•
:.-

れ
等
の
各
そ
を
同
等
の
基
礎
の
上
に
镫
く
こ
‘と
’で
办
る
。
こ
の
第
一r

第
三
は
今
の
問
題
に
關
係
が
無
い
の
で
あ.
る
が
ノ
次
•の
第

四

’
.
の 

は
右
の
理
凼
を
最
も
よ
く
示
し
■て
ゐ
る
。
こ
0 .
特
色
と
.̂
>
ふ
0
は
、
彼
の
價
栳
論
が
&
濟
の
最
も
菡
木
的
狀
P
に
つ
い
-
て

の
研
究 

ヵ
ッ
セ
ル
の
懷
撕
櫞
成
機
梅
論
‘ 

ノ

〜

 

n

九

(

八

ニ〕

s - k

I
p

il-



力
I

ル

ぷ

辕

蠢

權

論

？
■.ン
：
.

：
■
.
/
 

, 

.. 

ニ
5
 

(

、
一
 

5

.
か
ら
出
發
し
て.
ゐ
る
と.
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
言
ふ
。「

ょ
き
I

Q
<
規
S

、
明
ら
か
に
か
く
の
如
き
I

に
於
け
I

格
决
I
 

程
を
說
明
し
得.
る
I

で
あ
る
。
蕖

的

I

手
段
の
供
給
が一

定
I

り
、
I

技
f

等
し
く
一 
定
で
あ
る
と
い
U

な
;
 ̂

,
定
ょ
0.
始
|

こ
と
は
ぃ
當
然
で
|

ド
|

.
し

ば

ら

く

無

視

し

、
.
先

づ

價

將

が

稀

少

蚀

に

邀

，い
.
て

如

何

に

決

定

意

る

か

を

明

ら

か

に

す

る

.？

 

ン
價
洛
が
.最
初 

か
ら一.

定
の
努
力
と
證
を
證
す
る
爲
に
提
供
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
一
つ
の
報
酬
と
し
て
看
做
さ
れ
I

ら

ば

、

贬
格
決
證
程
の
こ

.

I

れ
る」

f

。
置

、「

一
定
の
I

假
f

 
!

、
I

1

要

素

靈

響

代

用

し

得

る

U

と
f

等
考
f

れ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
特
に
意
味
す
る
。
：
か
く
の
如
き
單
純
な
る
條
件
の
i

け

る

究
は
、

の

け

ぅ

聖

の

可

f

 
I

I

し
て
！

r

、
敎
I

!

れ
I

か
ら

絮
不
可
能
な
ら
ば
"
價
1

題
は
決
定
裒 

m

象
女
考
馨
ね
ば
な
遨
經
濟.
に
於
け
S

,曆

複

雜

な

る

價

鏡

定

産

礎

暴

:

11
|

_

■

漏

^

1

を
t
 J

所
f

み
て
I

。
そ
I

登
れ
ま
で
與.
へ
ら
れ
た
も
Q
I

管

れ

て
ゐ
s

:

l

?

ベ
て
が
、
變
化
す
る
大 

▼さ
と
し
S

.め
ら
れ
る
o 
I

手
段
の
量.

I
I
獅
の
個
別
霉 

I

係
激
は
' 

び
十
八
節
で
i

す
f
 
f

し
て
I.

は
れ
、
貨
幣
價
f

決
f

 

I

學

麗

さ
れ
、
I

經

第

I

 

n

.

f

て
ゐ
f

こ
零

う

5

ッ

‘セ

ル
の
蒂
書
を
最
後
ま
で
舊
く
な
ら
ば
、
&

論
に
於
て
採
ら
れ
た

單

純

化

の

方

法

は

_

、漸
次
に
現
實
に
接
近
せ
ん
と
す
る
努
力
を
常
に
見
せ
て
ゐ
る
限
り
，
、こ
の
價
格
論
を
非
雛
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。 

tf
c
lo
o
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へ
へ 

カ
ッ
セ
ル
の
價
値
論
無
用
に
つ
い
て
は
、
M
A
/

そ
の
正
當
な
る
こ
と
を
論
證
し
た
の
で
あ
る
が
、
價
将
方
程
式
に
於
て
艰
し
て
價
値 

論
が
無
用
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
と
い
ふ
問
題
が
ま
だ
殘
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
學
者
が
價
値
論
は
必
'要
で
あ.
る
と
い
ふ
觅
解
を
持
す
る
。
例
へ
ば
ア
モ
ン
は
、
カ
ッ
セ
ル
の
方
程
式 

を
頗
る
高
く
評
價
す
る
け
れ
ど
も
、
限
抓
效
用
理
論
が
尙
必
要
方
る.
所
以
を
*
次
の
や
ぅ
祀
强
調
す
る
。「

確
か
に
カ
ッ
セ
ル
が
述
べ
て 

ゐ
る.
方
沒
式
は
全
く
尨
當
で
あ
る
。
し
か
し
、て
均
衡
狀
態
に
於
け
る
價
格
糨
成
は
こ
の
方
程
式
に
金
く一

致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
實
の 

均
‘衡

價

格

の

權

成

比

こ

.
の
方
程
式
に
ょ
つ
て
最
も
適
當
に
、表
現
さ
れ
る
。
然
し
カ
ッ
セ
私
は
、
こ
の
方
程
に
つ
い
て
我
々
に
一K

ふ
こ
と 

を
以
つ
て
元
來
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
。彼
は
價
格
と
需
要
の
間
に
數
麟
的
に
表
現
さ
れ
得
が
一
妃
の
’關
係
が
#
在
し
、
こ
の
關
係 

は
ー.
般
の
函
數
的
性
質
で
あ
る
と
い
ふ
9
然
し
こ
の
關
係
の
特
殊
な
方
法
に
つ
い
.て
は
何
等
語
ら
な
い
o
數
學
的
に
い
ふ
な
ら
ば
•彼
は 

バ
需
要
供
給
A
價
膽
管
の
to.
に
；.；一•
定
め.
画
激
汰
歡
式
が
：麻
立
ず
石
^
於
本

は
な
い
,0
換
言
す
れ
ば
、
カ
ッ
セ
ル
は
、
均
衡
狀
態
に
於
て
方
程
式
形
成
立
す
る
こ
と
-
蒞
く
ば
價
将
權
脱
に
際
し
考
處
さ
れ
る
す
べ
て 

カ
ッ
セ
ル
の
價
格
櫞
成
機
構論

.
-

丨

‘ 

’ 

，
-
' 

ニ
ニ
-

(

八1

三)



ノ,
0ii
右
相
ぬ
招
招

Q
I

C

盟

、
還

を
s

f

し
v

y

方

襞

、
從
つ
て
'

為

I

數

美

李

衾

け

の
I

方
程
式
が
成
？

？

な
ら

t

こu

f
 t

r

然
し
彼
は
i

程
f

f

な
い
し
、
又
I

程
式
I
•
明
し
S

や
ぅ
な
如
何
I
 
f

 

;
さ
な 

i

力
く
p

i
方

葉

容

在

せ

ね

H

、’
或
I

在
す
f

す
る
こ
と
I

す

紇

f

、
方
程
式
の 

I

に
つ
い.
て
何
等
言
及
し
な
い
。
ヵ
ッ
セ
，•ル.
の
價
格
權
成
續
の
說
明
は
、
こ
の
過
程
の
解
明
に
非
ず
し
て
*
こ
の
解
明
の
遵g

で
ぁ
る
。
a

f

層

を

霞

す

る

爲

に

は

、
i

t

、

或
■

於
i

i

今

が

也

方
の
l

2

i

l

t

Q

み
で
は
I

で
な
く
、
人
は
又
如
何
に
し.
て
、
或
は
如
何
な
I

爸

於

て

、

H

か
、
警

す

れ

ば

、
‘農

數

藝

、及
び
1

つ

ぎ

或

物

、
即
ち
I

I

如
I

l

f

の
形
M

は
之
に
つ
い
て
全
く
何
I

及
し
て
ゐ
な
W
。
，彼
は
冗
來
我
々
に
何
物
も
說
明
し
な
い
。.
彼
の
價
格
I

は
、
、

れ

W

H

S

K

U

L

S

r

l

l

i

l

。
こ
t

じ
、
力
ッ
セ,
i

て”

さ
れ
1

こ
の
こ
と
を
充
分
艰
し
、
又
少
く 
f

f

ん
と
す
る
の
で
I

。
し
か
し
て
そ
こ
に
虚
效

u

m

i

l

。
暴

論

は

、
l

l

l

i

r

f

l

し

如

何

に

し

て

、 

を
く
丨
何
に
ょ
つ
て
？C

:
I

Q
I

が
制
約
さ
れ
る
か
t

明
す
；̂
。
露
の
鐘
が
一
般
に
何
に
依
存
し
、
何

に

ょ

つ

品

曹 

M

i

と
い
ふ
事
情
、
即
ち
原
則
は
、.
經
8

H

そ
し
て
I.

經
濟
學
I

て
も
、
f

唐

|

蒙

る

。丨L

の
，
 

事
情
f

は
f

を
知
ら
ず
し
て
、
霜
問
題
の
滿
足
に
し
て
充
分
な
る
解
決
は
決
し
て
傅
ら
れ
な
い」

と(

響

 

之
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
る
如
く
、
5
S

は
、
ぞ
i

Q

方
程
式
が
I

I

く
し
て
成
立
し
得
な
；̂

I

言
ふ
？

は
な

く
、
方
程
式
の.
‘說
明
か.
ら
一
，‘歩
進

ん

で

、

需

要

が

何

に

依

存

し

、
パ

何

に

ょ

0 .
て
制
約
さ
れ
る
か
と
い
ふ
事
情
を
明
^
か
に
す
る
必
辦
即

，
 

ち
價
値
論
の
ー
必
要
.を

强

調

す

る

の

で

あ

石

0.

こ
X
に
於
て
、
カ
ッ
セ
ル
と
ア
モ
ン
の
間
に.
は
根
本
的
觅
解
办
差
異
が
現
は
れ
る
。
ア
モ. 

ン
は
價
格
論
に
於
て
需
戥
の
性
質
を
知
る
こ
i
が
必
要
で
あ
々
、
之
を
如
る
こ
と
は
理
論
經
濟
學
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
とW

•ふ 

,

に
反
し
"
力
ッ
，セ
ル.
は
價
楮
論
に
於
て
需
要
，の
性
質
を
分
扼
ヤ
る
必
要
は
，な
く
:,
*
，之
を.
分
拆
，す
る
こ
と
が
た.
と
へ
，價
格
論
の
理
解
に
务 

要-
で
あ
づ
で
も
、.
こ
の
硏
统
は
理
論
經
濟
學
の
領
域
外
に
鳳
す
る
と
考
へ
*る
の
で
あ
‘る
10
ア4

ン
’の
言
ふ
如
ぐ
需
要
が
何
に
依
存
し
、 

何
に
ょ
っ
て
制
約
さ
れ
る
か
を
知
る
こ
と
は
*
確
か
に
必
要
で
私
ら
う
。
然
し
旣.
に
述
べ
た
や
う
に
こ
の
’
う
な
硏
究
は
、
我
'々
を
心. 

现
學
や
坐
现
學
の
領
域
に
追
ひ
'
,
や
る
も
の
で
あ
っV

、

理
論
經
濟
學
に
於
て
は
、
需
要
が
價
格
の
形
成
に
現
は
れ
^
ま
i
を
把
握
す
れ
’ 

\)

：
.(

ば
ー
足^
妒

藤

で

於

芬

_

想
':
0.
_

要_

性
贊
が
如
:#
豫

名

凝̂

で
釈_

註
15A

m
o
n
n
,

 a. -a. 

p
 

w
w
*

〉

ノ'
:'
:
.
.
:::
'
;
'
:註
-1
6

福
稿
，.ガ
發
.：セ
：
ル

獲

値

幾

議

用

麗

說

皆

^

(

D〕

方
程
式
に.
つ
い
，て

•

，力-
ッ
セ
ル
の
恶
本
方
程
式
組
織
そ
の
も
の
V
安
當
性.
に
關
し
て
は
、
ウ
ィ
ク
セ
ル
、

二
ン
グ
レ
ン
デ
ル
、
ア
せ
ン
、
柴
m
敬
敎
捋
等 

の
批
判
が
あ
る
。• 

’

'

\

先
づ
ウ.
ィ
ク
セ
ル
は
、
カ
ッ
セ
ル
の
方
程
式
(7
)
の
‘费
當
性
を
問
題
忆
す
る
。
彼
は
宕
ふ
。「

カ
ッ
：セ
ル
は
ヮ
ル
ラ
ス
と
共
に
坐
產
勞
働 

,

f o

M.
す
る
報
酬
，は
我
々
の(

實
質)

所

得

•に

大

體一
致
し
、
從
っ
.て
同
時
に
財
と
ガ
働
に
對
す
る
我
々
の
需
要
の
源
泉
で
あ
ム
こ
と
を
虫 

-
張
ん
た
後
*
こ
い
所
得
は
全
部
消
費
さ
れ
ず
し
て
、
そ
の
'1

部
分
ゆ
節
約
さ
れ
る.
こ
と
を
っ.
け
加
へ
る
。
.然
.‘
こ
れ
に
ょ
っ
て
、
現
柱

-•.
-
. 

.... 

■
: 

.
.-
•.

;
-
.
.
.
个
.
V 

.

. 

.•;
: 
..:•
ノ
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.
'•
•

.
V-
:
-:
•
.
-
.

■-
.
'
.

)

.，

■
■ 

.

.

.

.

. 

.

•■
:
.
.
.
. 

-
.
.
.
. 

.

.

:

•:.
'
.
..'
.
.
.
.
'
v
. 

,
'

':
:■
.■,..
•:
.
..
.
.
ハ.:
V

,

カ
ッ
セ
ル
の
價
'格
_

成
機
構
論
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入
^
^
^
^ ̂

,

r

i

.

.
 

(

八
ニ
，六)

r

用
に
供
し
得
る
I

I
Q

誉

消

I

爲
i

f
 
4
l

f
 
I

I

贤
中
に
人
り
こ
ん
で
行
く
そ
れ
s

部
分
と
の
思 

.
前
以
つ
‘て
假
定
せ
ら
れ
た
等
識
係
は
見
ら
れ
ず
、
從
つ
て
ヵ
ッ
セ
ル
の
方
程
或
S

最
早
成
立
し
な
い.•
で
ぁ
ら
う
o
,
こ
の
方
程
式
金 

體
か
成
立
す
I
•
に
は
、

セ
ル
が
假
定
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
，i
Q

I

S
S
y
•
或
は
そQ

決
定
と
關
聯
し
て
、 

如
何
程
I

f

ん
と
す
I

裏

め

t

と
が
單
に
必-

I
I

ば
か
I

な
く
、
亦
彼
等
丨
或
は
彼
等Q

代
り
に_

家—

 

は.
そ

の

善

を2
U

Q
方
法
で
議
す
為
に
如
何
な
る
生
產
勞
働
を
霍
す
べ
き
や
を
明
瞭
に
知
？

ゐ
る
I

が
'
J

で
ぁ
る
® 

之
にV

い
て
力
ソ
セ
ル
は一
語
も
言
は
な
い
。
然
し
た
と
へ
藤
が
こ
の
缺
點
を
辛-
^
じ

て

_

ら

補

充

し

得

た

と

し

て

も

、

第
一
一
綱
で 

ヵ
ッ
、セ

ル

に

よ

つ

て

盡

手

段

と

し

て

認

め

ら

れ

て

-
ゐ

る「

資

本

處

分

」(

K

f

llo
s

f

 )

、
及
び
そ
の
價
格
た
る
資
本
利
子
に
遭
：
 

遇
し
、
今
や
概
念
上
こ
の
大
い
さ
を
他
の
^
擊
段
及
び
そ
の
價
f

並
ん
で.

豫
め
與
へ
ら
れ
た
公
式
に
，編
入
し
よ
う
と
試
み
る
場 

合
、
聊

は

常

に
I

に
陷
る
で
ぁ
|

。
如
何
に.
す
れ
i

子

を

ー

二

祥

f

し
にー

方

匿

の

中

f

f
す
る
I

が
出

欲
し
ゥ
ブ
ク
セ
ル
の
非
難
は
當
ら
な
い
。.
靜
態
經
濟
に
於
て
は.
、
何
等
S

約
も
行
は
れ
ず
、
所
I
は
總
て
完
成
I

f

堤

利
 

さ
れ
る
i

、

從.
つ
て
、
方
程
式s

は
成
立
す
る
。
，次
に
一
様
に
發
股
す
る
經
濟
の
場
合
は
'
力
,

ッ
セ
ル
も
主
浪
し
て
ゐ
る
實『

 

,
單
位
期
間_

_

濟
_

肩

つ
の
部
分
备
た
れ
、

一

つ
I

成
財Q

響

に

、
他
は
8

S

に

浮

晏

物

資

本

I

加
分
S

会

f

さ
れ
る(

I

。
；
.

然
し
こ
の
場s!  
ロ
に
も
力
程
式
ヴ
は
變
化
し
な
い
。
何
と
な
れ
ば
係
數a.
を
他
の
も
の
に
よ
？

置
き
換
ベ
れ
ば
兄
る
か
ら
で
t
o
:

と

の
，新

し

い

篇

箨

來Q

技

術

簾

Q
i

以
外
に
經
濟Q

發
■

を
含
ん
で
ゐ
る(

§

。

次

.に

ウ

イ

ク

セ

ル

が

言

ふ

や

う

に

、
；
節

約

者

は

如

何

f

ぶ

せ
•
ん
と
す
る
;
か

 
> 
及

び

そ

の

貯

蓄

を
I

の

方

法

で

投

資

す

論

に
':

如
可
な
石
坐
產
■勞
働
を
需
要
す
べ
き
か
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
け
れ
仗
な
ら
ぬ
。
然
し
ヵ
ッ
セ
ル
は
そ
'の
詳
細
を
第
一
一
編
で
硏
究
す
る 

Q
.

で
あ
る
0
, 

:■-
',
ン-

力
ッ
セ
ル
は
資
本
處
分
を
栽
本
的
坐
產
手
段
と
な
し
、
'そ
'
の

價

格

を

利

子

と

稱

す

る

.-
0
資
本
處
分
の
供
給
は
如
何
な
る
期
間
に
於
て 

も
限
ら
れ
て
ゐ
る.
、の
で
、
そ
’の
稀
’少
性
に
栽
い.
て
一
つ
■の
價
格
、，
即
ち
利
子
：が
發
生
す
る
。
こ
の
利
子
は
他
の
坐
產
手
段
の
,©
膽
と
同 

-
じ
く
、
銃
.
一
的
な
價
格
糨
成
の
大
過
程
に
於
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
方
程
式
(7
)
に
於
て
，.
凡

の

.ー

つ

は

當

該

期

間

中

用

に

供

し

得

る

資

本 

處
分
の
分
量
で
あ
り
、
q
の

一
つ
は
こ
の
資
本
處
分
の
價
格
で
あ
る(

註
'S
I〕

.0

.か

く

し

セ

资

本

處

分

と

そ

の

價

格

は

方

程

式

-^
中

に

編 

■入

さ̂-
得

る

。

:
.
註
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. I

c
r

 W
i
c
k
s
e
l
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,

 

O
P
W
M
^
W 

5
2

 

J
w
h
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.
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H
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-
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e
l
,

 

p
. 

P
.
.
O
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.
S
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.
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a
s
s
e
l
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a
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2u 
o
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■
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1
20
内..schultze,.  cass

{Ls.、 preislehre,  19S2>:SV.  6
4

..  

il
.

.

.

.鼓
切.

.
c
a
s
s
e】，
.
.
a
.
.
.
a
.

.
O
V
.
S
. 

1
9
0
.
.
.
:
:
.
.
.

 

: 

■

-

パ.
.
.

V
...

.
二
ン
グ
レ
ン.
デ
ル
は
先
づ
ヵ
ッ
セ
レ
の
方
程
式N

1=
F1(P1  

-:p
n

)，
N

2
=

F
2
(p

l::p
n
)
：

：

に

於

て

、

Fi,F2
,.F3

,  F
a

は
相 

互
に
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
か
を
問
題
に
し
、
次
.の
や
ぅ
に
述
べ
る
0「

こ
の
際
、
答
へ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
るEi,  

Fs, .
/ : 
FP 
,は
す 

べ
て
相
互
に
等
し
く
な.
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
0 

F
2
,.,:、 .F

n

は
決
し
て
#
在
せ
ず
、
取
に
あ
ら
ゅ
る
方
程
式
に
共
通
な
る
它
が
存
在
す 

る
"
換
言
す
れ
ば
、同
じ
憤
^ '
關
係..
の.
も
と
に
於
1:
、財
の
種
類
1.
に
つ
い
て
ぞ
が
需
要
さ
れ
、財
の
種
類
2
に
つ
い
てN

a

が
、
最
後
に 

財
の
種
類
n
に
つ
W.て

-:N
,

が
需
要
さ
れ
る
。
浩
し
債
格
關
係
が
爆
尨
石
な
ら.
ば
、
そ
れ
は.
不
可
能.
で
，あ
る
o
.蓋
し
假
り
に
名
が
名

ヵ
ッ
.セ
ル
の
價
格
檇
成
機
檇
論 

• 

二

一

扭
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m
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J

ル
の
I

I

、論

.

r:
一

六

(

八

5

,

と.
は
異
つ
た
慣
格
關
8

1

で

需

要

農
I

ら
ば
、
’均
衡
狀
證
決
し
て
現
は
れ
得
な
い
，で
t

う

か

备

あ

る

。

然

し

今

言
. 

が

す

べ

て

等

し

い

な

ら

ば

、
I

式
組
織
に
於
.て
N
も

亦
す
ベ
て
等
し
く
‘な
け

れ

ば

な

ら

な

/
で

あ

ら

う

.
。

f

 

I

 

?

!

3

 

.

f

g

:

;

pじ
で
あ
る
な
ら
ば
-
名

は

N

•。
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
可
能
セ
？

，‘
 

ノ
盡
し
種
々
な
る
N
、
即
ち
需
要
量
は
財
の
震
を
異
に
す
る.
に
つ
れ
て
興
る
か
ら
で
あ
る
。
何
處
に
そ.
の
映
點
'が
附
1

ノ
て
ゐ
る

か
。I

I

は
、
個

暴

程

f

別
I

I

て
l
.

i

れ
ず
、
f

倉

f

一

つ

の

方

な

〃

：:

當
に
う
ち
立
て
ら
れ
な
い
。_
寧
ろ
次
の
如
I

'

の
方
程
式
が
正
當
1:
'.あ
る
で
あ
I

。
>
+

A
f 
:

f F
(p

,  
•
:
£」

と
。
.

續
い
てO

グ
レ
ン
デ-
ル
は
‘

種
財
の
：供

給A
,,  A

,  A
3

::A
,

も
相
互
に
不
可
分
の
關
係
に
I

こ
I

I

す
る
。

「

炎 

h

個
々
Q
P
を
I

に
分
離
せ
し
め
得
な
い
言
に
、f

相
？

分
離
せ
し
め
得
な
い
。，個

念

財

の

そ

れ

ぐ

S

は
そ
れ
I
 

霧

組

織Q
1

つ
Q
I

で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
て
へ
S

供
I

は
同
時
に
僧
I

f
 

I,

つQ

麗

で

t

、

一
定
s

s

織

例
へ
ば
I

I

て
ゐ
I

組
織
が
マ
"
i

l

る
。
s

s

s

る
三
^

>

1

と
オ
る
0.
そ
の
際
我
々
は
f

1
:5

:7
、

と
i

特
殊
な.
一
方
程
式
I

ち
立
て
得
な
い
。

フ

ミ

と

格
關
係
の
も
と
で
單
に
I

る
財
‘の20

存
S

要
さ
れ
る.
，の

で

は

な

い

。

’同
時
に
£

H

、，G

I

財
の
I
f
、
.

/! 

|

要
せ
ら
れ
3 

20

吾

f

12

存
は
價
f

同
じ
く
同
時
に
一.
つ
'の
方
程
式
に
屬
す
るo

親
し
一
財
の
價
格
は
軍
I

I

S
 
. 

霧

隹

f
 
J

か

名

方

く

、
同
時
に
す
べ
て
1

類
I

I

給
f

f
 
I

。
從
っ
て
方
程
式
は
次
窟
|

?

|
 
.

卩

は

弭

び

等

し

い

昝

で

あ

る

。

蘆

し

す

べ

て

の

價

格

は

^

‘に
ょ

つ

で

示

-さ
れ

た

あ

ら

ゅ

る

.財
の

供

給

1 :
の

一

宛

狀

態

に

關

係

し

て

ゐ

る 

か

ら

で

あ

る

.。
然

し

そ

の

場

合

稗

び

.
P
は

こ

れ

等

の

諸

方

程

式

に

於

.て
同

：一
•と
な

る

。

即

ち

あ

ら

ゆ

る

偵

.格
は

等

し

く

な

る

。

け

れ

ど 

も

か

.、

る
こ

と

は

明

ら

か

に

正

!L
く

あ

り

得

な

い

。
，唯

.一
可

能

な

労

^

式

，は
挥

>
單

，に

>

+
铲

+ : 

:

,

;

$

"

F

(

P
X
. ‘ 
‘ .p
こ

で

あ
 

る

。

と

の

方

程

式

は

1̂
に

ょ

つ

て

示

さ

れ

た

價

栉

の

1
定

B I
保

に

於

て

、

一

定

の

量

が

販

寶

せ

ら

れ

る

こ

と

を

意

味

す

る」

と

。

か
く
し
てH

ン
グ
ル
ン
デ
ル
は
‘、
ヵ
ッ
セ
'ル
の
聯
立
方
程
式
を
一
つ
の
方
程
式
に
短
縮
す
る
。
然
る
に
こ
の
短
縮
さ
れ
た
一
つ
の
方 

辟
式
に
は
依
然
と
し
て
11
'
個
の
未
知
擻
が
含
ま
れ
、
從
つ
て
こ
の
味.
知
數
は
決
定
さ
れ
#
扠
い
。
ヵ
ッ
セ
ル
が
言
A
や
う
に
n
個
の
未 

知
數
を
決
定
す
る
に
充
分
で
あ
る
n
個
の
方
程
式
は
#
在
し
な
い
こ
と
\
な
る
:°
と
、
に
於
て
エ
シ
グ
レ
ン.
デ
ル
は
力
ツ
セ
.ル
の
本
質 

.
的
誤
謬
に.
到
達
す
る
の
で
あ
K
0
’.
即
ち
沄
ふ
。「

ヵ
ッ
セ.
ル
，はH

ル
シ
k
タ
ー
と•同
じ
く
、
た
と
へ
別
の
方.
法
で
は
あ.
る
が
、
國
民
經
濟 

現
象
の
心
理
的
恶
礎
づ
け
杧
從
つ
て
1
種
の
不
可
知
論
を
主
眼
す
る
。
彼
は.
こ
の
恶
礎
づ
け
の
必
要
を
否
宛
し
、
彼
が1

方
に
於
て
財 

の1

党
量( .
稀
少
性
原
理)

か
ら•

他
方
に
於
て
主
觀
的
現
象
に
驻
い.
て
形
诚
さ
れ
る
供
給
價
時
か
ら
出
發
し
、.
他

給

價

格

の

，
形

成

態

様

. 

を
こ
れ
以
上
探
求
，L
な
い
場
合
、.
之
を
以
て
十
分
だ
と
弯
へ
る
,0
數
學
的
に
精
濟
に
述
べ
ら
れ
た
彼
. 0「

價
格
構
成
機
柳
&

於
て
、
我 

我
は
今
や
彼
が
こ
0 .
見
地
に
於
て
價
格
の
實
際
的
說
明
に
達
し
得
な.
い
こ
と
を
知.
る
。
彼
は
價
将
關
肩
が
如
何
に
し
て
坐
ず
る
か
を
佥 

く
說
明
し
得
な
い
。
l:
cn
:
7
と
い
ふ
價
格
關
係
で
G1
が

20
%.
g2
が
01
吞\
03
が.
12
存
需
虱
さ
れ
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
我
々

-

■

.
V

- ■ 

- . 

, 

- 

た

-

-

-ベ
-
.
.
.
.

-

'

: 

.

.

.

.
 

■

は
こ
の
關
係
の
も
と
で
と
れ
等
の
量
が
侗
故
需
要
さ
れ
名
か
に
つ
い
て
何
等
知
ら
な
い
。
尙

亦

1
:
5
:
7

な

る

關
係
の
名

と

で
供
給
さ

‘ 

れ

る

量

が

需

要

さ

れ

，る

.
か
ど
う
か
、
他
の
價
格
關
係
の
も
と
で
均
衡
狀
態
は
坐
じ
な
い
か
ど
う
か
、
量
的
關
係
か
ら
價g

關
係
が
必
然 

に
生
ず
る
か
ど
う
か
、
に
つ.
い
て
も
知
ら
な
い
,°
そ
れ
か
ら
量
の
變
化
が
如
何
な
る
作
用
を
齎
ら
す
か
と
宕
ふ
問
題
も
同
微
，に
^
解
決 

ヵ
ッ
セ
ル
の
儐
格
構
成
機
^̂
. 
•

丨
 

■
 

.

r
'l
七
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八
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n
n
i
r
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t
l
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カ
ジ
|

慎
格
權
成
機
權
論.

i

v

.

.

一

ー

ー

八(

八
I

に
と
差
る
。
.
I

瞭
に
い
ふ
な.
ら
ば.

肉
と
パ
ン
S

に.I

定
の
價
格
斷
係
が
何
に
よ
？

成
立
す
る
か
と
い
ふ
こ
I

カ
ツ
セ

-

ル
に
よ
.

つ
て
は
決
し
て
學
び
得
な
い」

と
。.

■

V

,
.

.

.

.

.

.

.

.
'
.

ト
 
'
エ
ン
グ
レ
、ン
デ
ル.
に
よ
れ
ば
、
カ
ツ
セ
ル
に
よ
？

說
明

さ

れ

得

な

る

間

題
^

1

1

1

が
解
決
し
よ
ぅ
と
試
る
の
で
あ
る
。
即
ち
.

「

と
の
，理
論
は
、

一
定

種

繁

財
の
量
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
の
價
格
_
係 

H

を
得
た
限
媒
效
用
の
均
等
か
ら
必
然
的
に
生
ず
名
.こ
之
裏
ふ
.の
で
.あ
るo

，限
撂
均
等
理
論
に
と
っ
て
は
、.p

ド“
ぼ
“.
ン.p  

I

を

…

^

な
る
方
程
式
が
成
立
す
る
。
こ
の
際
、i
,

:

:

.

•

声
は
限
界
s

f

し
そ
れ
等
に
よ
，つ
て
供
給
？

：
,

は
與
へ
ら
れ
る
。丨
そ
れ
は
又
、
b
がA

1
>

A
2
,::A

 
ロ
：な
る
大
い
さ
に
よ
っ
て
如
何
に 

け

間

接

に

決

定

さ

れ

興

及

I

程
式.
A

l

t

* .
A
l
F
d
:
:.

p
o

が
何
に
よ
？

實
際
的
解
決
を
說
明
す
る
か
を 

ご

カ

メ

ル

は

今

や

眼

囊

等

を

價

格

關

係

舊

明

に

.對
す
拿
段
士
し
て
否
，定
す
る9  
然
し
彼
は
そ
 ̂

'

い」

と(

訪
22)

0

シ
ュ
ル
ツ
へ
.1
1日
っ.
て
ゐ
る
如
く
、
確
に
'エ.
ン

グ

、
レ

ン

デ

：
ル

は

激

學

的

画

數

o
本
質
を
紐
っ
て
：ゐ
な
い
。
蓋
し
I

相
互
に
等
し
か 

ら
し
めN

こ
と
：̂

:I
H
し
く
も
又
多
要
で
名
老
か
ち
で
あ
る

:8
幼

.̂:

寧
ろ
N.
は
相•
互
に
異
っ
て
ゐ
る
か
ら
、.
；

2；  Q

價
格
へ
の
依

そ

れ

に

志

て

朱

絜I

.

は
■
決
定
さ
れ
.る
o
. 
ノ 

:■ 

V
 

1
3

.::

次

藤

:̂
:
:5

:f

 
■

輪

量

要

量

着

. 

は
不
可
分
の
關
係
に
あ
.り
、
從
っ
て
前
述
.

Q
l

つ

の

方

程

式

が

唯

一

，
可

能

f

の

で

あ

つ”

=
F
l
(
p
r

 

.
.

 

.
p
n
)

と

い
ふ
や
ぅ
な
特
殊
，の
方
程
式
は
成
立
し
な
い
と
云
ふ
。
然
し
今
あ
ら
ゆ
•
み
商n

fQ

價

楮

が

與

ぺ

ら

れ

た

と

す

れ

ば

，

商

品

に

尉

，し
て

■
_

暫
0 -

_

_變
-

_が
_

縦

忠
^
ふ
,
视
$

0:
;
:箸

襄
_

_
; #
':;對

廉
_
な
^
:«
#
凡
^
の
%:
の

定
し
な
い
が
、
’ 
'一
度
之
が
與
へ
ら
取
V
ば
、
、個
々•
の
財.
に
對
す
る
供
給
义：

は
需
署M

ば
決
定
す
る
。
從
つ
て.
カ.
ツ

セ

ル

の

方

^
式

は

成

立
す
る
，o
し
か
も
一
商
品
の
:1
は
他
の
す
べ
て
の
商
品
め
價
格
に
依
依
す
，を
が
故
に
、
，腳
立
方
程
式
が
成
立
す
.の
で
あ
る
。

.
-

，
彼
は
觅
に
カ
‘ッ
セ
ル
が
方
程
式
を
立
て
た
事
に
滿
足
し
、
こ.
れ
以
K-
需
要
供
給
を
分
析
し
な
‘い
こ
と
を
非
雛
す
る
。
然
し
煺
そ
述
べ

炎
や
ぅ
.に
、
こ
の
や
ぅ
な
硏
究
は
现
論
經
濟
學
の
領
域
外
に
鳳
す
る
の
で
あ
る
。
■ 

\

.

.

.
、
.

〉

.f£
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T
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n
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:

.
前
述
し
炎
や
’
に
"
ア
モ
、
ン
：
は

カ

ッ

气

ル

，の

..
方
程
式
そ
-0_
も
の
に
對
し
て
は
異
論
は
な
い
。
後
の
著「

國
段
厚
纸
M
論」

に
於
て
も
、 

彼
は
カ
ッ
セ
ル
の
方
程
忒
を.
賞
讃
し
"
之
を
幾
分
修
正
じ
な
が
ら
彼
の
價
格
論
を
展
開
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
カ
ッ
セ
‘ル
'
の

方

程

式

で 

は

、

坐
產
手
段
の
供
給
量R
l
:
:
R
n

が
與
へ
ら
れ
た
ネ
の
と
假
定
さ
れ
て
ゐ
た
が
、.
ア
モ
ン
は
こ
の
假
定
を
棄
て
、
そ
の
供
給
量
が 

そ
の
價
格
に
依
存
す
る
こ
と
を
認
め
、
；力
ッ
’
セ
ル
：の
方
程
武S

に
於
て
、「

生
産
手
段
の
供
給
置
の
代
り
に
、

こ
の
置
の
價
辂
泞
：
：
# 

へ

の

依

存

關

係

を

示

、す

函

數

を

镫

き

」

、
次

の

方

程

式

_
を

立

て

る

(

独
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ル'嘉
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八
ニ
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.

S
I

ヒQ

關

係

繁

ッ

定

自

I

令

ゐ

た

所

第

二

想

鮮

論

さ

れ

て

ゐ

I

t

の
で
t

。
5

言
に
ア
モ
ン
よ

力
/ 
h

パ

程

f

賛
成
す
る.
の
で
t

が
，
カ
ッ
セ
ル
f

方
程
式
を
う
ち
立
る
こ
と
に
滿
足
し
て
、
こ
の
I

f
 
I

立 

.
て
I

f

說
明
|

、
又
こ
の
方
程
式
の
性
質
、
函.
數
S

S

.つ
い
て
何
等
說
明
し
な
い
こ
と
を
非
雛
す
る
？

ぁ
る
。
t
e
 

i

l
.

方
程
式
I

步
趣
ん
で
、I

說
明
し.
よ
う
t

、.
賢

效

用

f

に
I

す
る
。
彼

は

戀

「

3

レ

霉
 

國

I

I

論
文
で
述
べ
た
批
判
に
加
へ
て
"

I

厚
I

論」

，1

、
尊

と

限

爵

の

關

係

I

n

 

、
最

後

購

負

賢

購

I

貝
S

」

限
界
效
用
£
>
致
す
；:1
尚’さ
に.
定
|

」

と
、

M

ふ
屋
リ
。
然

し

價

艺
t

效
用
り
>:

，慕

て

I

t

も
の
5

な
く
、
又

繁

i

f

 
I

碁

因
果
關
係
，は
な
I

て
、
相
互
依
存
關
你
が
布
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
'0.

> 

^

註
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7
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*

' 

*'

、義

8

田
敬
敎
授
§

へ

て

居

ら

れ

，
る

批

判

を

見

よ

う

o
教
授
は
、
先
づ
從
來
の
■カ
タ
セ
ル
に
對
す
る
批
刺
が
彼 

織
-
^
も
の
矣
當
性
に
觸
れ
て，

ゐ
な
い
こ
と
を
籠
せ
ら
れ
、
バ
カ
ッ
，セ

ル
Q
_

方
程
式
組
織
そ
の
も
の
を
吟
味
し-
以

つ

て
資
吣

•
 

主
義
社
會
€
機
襁
の.
硏
究
上
そ
れ
が
有
し
傅
べ
き
雾
性
の
限
怒
一
固
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
る
1

6
。

:

,

.

突
1

は
カ
ッ
セ
ル
の
方
程
式
組
織S

に
關
し
て
次
の
や

，う

#

$

o「

今
方
程
武
龃
織
安
見
る
に

*

そ
れ
は
；

の
方

程

式

か

ら， 

.
±

> 0
て
ゐ
る
が
、
力.
；氏
の
假
定
I

つ

て

生

疆

數

と

舊

手

段

の

，供

給

量

i

s

f

す
I

ら
ば
、
そ
こ
に

含

ま
？

朱

激

 

 ̂

 ̂*  
f

 
.
の
n
ケ

だ

け

で

笔
.
從
つ
て
今
若
し
冬
I

I

ら
ば
、方
程
I

織£

は
未
知
數
よ
I

多

く

の

方

程

^

含

 

む
も
の
.
と
|

:°
此
の
場
合
方
程
式
組
i

に

t

れ
赛
程
式
相
互
間
I

f

生
じ
な
ミ
如
何
ぬ
し
て
言
ひ
得
や

う

。

食

り

-
';.
に
1
^
« :
1>,
の
%
5 :
1>-;
得
を
ど
« '_

1
:
>
壞

の

基

本

的

犮

'
て
始
め
て
成
立
す
る
の
，で
あ.
る
。從
つ
て
前
述
び
如
く
方
程
式
組
織S

に
於
て
方
程
式
の
數
が
*
毅
の
數
ょ
り
大
で
あ.
る
場
合
ぬ
は
" 

與
處
に
於
て
餘
分
の
も
の
と
レ
.
て

政

极

は

れ

る

方

程

式

の

*

だ

け

、

■

全

體

.の9|
'
系

に

於

て

缺

け

石

譯

で

-
あ

る

。
薇

つ

て
結
局
‘ヵ
&

の
甚 

本
的
方
程
式
組
織
が
可
能
な
爲
に
•
は
a
vl
i

M
で
な
け.
れ

ば

，な

ら

、
ぬ

。

，
然

1
資

宇

主

義

社#

’の‘機
糨

に

於

，でa
m
の
：場

合

が

無

い

と

ど

う 

し
て.
言
ひ.
得.
や
う
ト
と
。
即
ち
方
程
式£

は
r
個(

坐

產

手

蓉

輝

類
： }0

雲
か
ら
成
る
が
*
同
方
程
式
に
於
て
未
知
數
は
方
個
：：

C
完 

戎
坐
顔
物
の
稱
類)

あ
‘る
。
從
つ
て
•
假
り
，に
9
が
r
ょ
り
少
，な
け
れ
ば
、
七
、
に
矛
盾
‘が
坐
ず
る
。
然
る
，に
資
本
虫
義
經
濟.
で

は

、
'
生

產
 

.

，物
0 '
種
類
が
姐
產
手
段.
の
澈
類
ょ
り
も
少
い
場
合
が
あ.
，り
，得
る.
と
ー
ー
ー
戸
は
れ

.
る〔 -
の
セ.
あ-
る
。 

’

敎
授
の
'か
人
幺
非
難
は
、
ヵ
ッ
セ
ル
6
方
程
式
(7
).
に
對
す
る
誤
，解
か
ら
坐
じ
ー
た
も
の
で
あ.
る
。
方
程
式S

は
外
見
上
、
9
個
の
未
知 

數
を
含
ん
で
ゐ
る
，。
然
じ
ヵ
ッ
セ
ル
自
身
述
べ
••て
ゐ
名
や
う
に
、
未
知
數
>-.
プ.
!>,
1は
方
程
式
(5
)
及
び
(4
)
に
ょ
つ
て
？
の
函
數
で
あ 

.
り
*
從
づ
て
方
程
武g

に
ょ
づ
て
9
の
函
數
で
あ
る
か
ら
、
，方
程
式
(7
)
は
生
產
手
段
の
價
格q

l, :.q
r

と
い
ふ
r
個
の
米
知
數
を
含
ん 

で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
(7
)
は
生
酿
物
6
供
給
量
>
:
:>

ロ
を
直
接
第
出
す
る
爲
0
方
程
式
に
非
ず
し
て
、
坐
產
手
段
の
價
粉
tp
:
:
t? 

?:
:
算

出

す

る

爲

の

方

程

式

で

'あ

る

タ

A
1

:• .A
n

は
孕
，.
：
e

が
箅
m
せ
ら
れ
た
後
、
方
程
式
(3
)
、
(4
)
及
び
(5
)
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。

:;ぐ
：：  

一

屋

醫

■

懸

な
い
。.
資
本
主
義
經
濟
•
に
於.
て
は
' 
勿

論

生

！

1

手
段
の•量
と
’坐
產
物
の
量
は
等
し
く
な
い.
場
合
が
あ
ら
う
。
然
し
た
と
へ
等
し
く
な
く 

と
も
、-
(7
)
は
成
立
し
、.
そ
れ
か
レ
生
產
手_
段
ひ
價
格
を
決
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

.
次
に
敎
授
は
、、
力
ッ
ゼ
ルg

方
程
式
は
生
產
係
數
a
の
或
も
ひ
が
零
の
場
合
に
も
、
右
と
同
じ
矛
盾
を
格
ず
る
と
言
は
れ
る
？
即
ち 

今

生

產

物

も

生

產

手

段

も

，一
二
種
類
あ
る
と
す
，る
。

す

れ

ば

方

fe
-
式

は

ば
 

I

力.
ッ
セ̂

の
、價
格I
成
、機
權
論
• 
.

：. 

-

•

\
 

, 

ブ

三

ー
.

(

尽
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-
•
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で

あ̂

今

假.
り
.
に
#

を
.
以

て

函

ま

れ

た

る

坐

產

係

數

'^

零
.
で

あ

る

と
.
す

る0

す

る̂

方

稱

式
7)
は

.

>
A

2

+-a3l  A
an

R
I.  

' 

-•, 

,

.

-
.，ぼ

が

.
ぷ

 

：

,

‘

：

,

•
a{3
-
,
A
2 

"
R
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' 
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■ 

■

と
な
り
、
こ
0
場
合
^
も
(7
)
は
餘
分.
の
方
择
式
を
含
む
^
と
\
な
る
:<
?:
0 

,

厂
' 

/

然

し
§

非

難

も

不

當

で
.
t

。

今

資

本

主
_

社
會.
に
於
て
か
、
I

合
f

と
ず
る
も.

こ
の
場
合
は
、
第

二

及

び

璧

の

唐

達

 

_

書

_

_

1

_

:

_:«
_

_

1

1 :
■

代

用
 

_

,
纖

 ̂

力 
>
 
セ
ー
ル
：
：は

■
!

.
り 

^

1

般
的
說
明
に
於,

代
用
關
係
s

f

除
外
し
て
？

從
づ
て
敎
授
貧
げ
ら
れ
た
場
合
を
蹇
す
る
こ
‘と
は

、

姊

に

”

'ソ 

U

の
前
f

無
視
す
る
こ
f

な
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
ヵ
ッ.
セ
ル
の.
補
產
理
の
一
つ
I.

る.
代
用
原
理
き
の
I

適

字

れ 

I

授
Q
f
 
I
し
い
か
f

か
。
こQ

際

艺

そ

れ

は

書

し

な.
い
。
靈
し
蓮
し
た
や
ぅ
H
、、s

關
资
も
ど
に
於
i

海

，か

は

-

二
つ
の
I

手
|

醫

_

迄

ひ

ら

れ

、
相

老

代

孕

t

姦

出

來

l

i

 一 

0篇
を

持

つ

て
る
時
て
あ
る
。
從
つ
て
敎
授
の
あ
げ
ら
れ
★
第
二
、
第
三
の
唐
手
f

價
格

、

即
ちq

,

参
は
等
し
ぐ
な
げ
れ
ば
な

ら

ぬP

 

故

に

方

程

笏

は

、

敎
授
の
.假

定

の

も

と

に

於

て

は

 

' 

-  

'
 

' 

パ

a

は
 A

l+
a
a  A

2+
2.31

>
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H
R

1

 

i

.
' 

.322

>■
十 W

2
3

>

' 

n
R
2+
^

3 

, 

' 

■

と

な

り

、

.0

の
際
生
產
手
段
f

デ

、
^

/

及
び
技
術
係
數
a

饮

旣

知

で'あ
り.
、
_
未

知«

ぞ

ボ

A
s

は
力
，ッ

セル
の
方
程
式S

、
$

及
び 

⑶
に

よ

つてq
i
,

f

 q.3

の
函
數
で

あ

り

、
，
レ
か
し
て

J?2
q3 ,

は
.等

し

，
い‘が
故

に

.、
犮
^ ;
方

'
辟

式

は

一

:

つ
の

未

知數
を
含
む
こ

とX
な

り

.、 

こ》

に
矛
盾
無
く
生
霞
手
，段
'
れ
，慣
凇
を
算
出
ず
る
こ.
と

が

出

來

み

の

，で

あ
。̂

.：

'

:

-

、
.
;

:

,

•

’
 

■

.

,
 

( 

敎
授
は
カ
ッ
，セ
ル
の
こ
れ
等
の
缺
陷
は
方
程
式
(7
)
に
生
產
手
段
の
惙
楮
^
;--
し
ぞ.
が.
未
知
數
と
し.
て

含

ま

れ

て

，，ゐ

な

.い

乙

と

に

出

來

す
る
も
0 -

で
あ
り
、：
從
0 .

、て
方
程
式
(7
)
に
於
で
旣
知
數
と
さ
れ
て
ゐ
'る
'，
^

-
を
旣
知
數
と
せ
ず
、
價
格
の
^
數

.と

す

る

こ

と

に

よ
o'

て
問
題
は
容
，易
に
解
欺
さ
れ
る
と
沄
は
れ
.
る
.
。
然
し
ガ
程
式
の
は
元
來
ぬ
て…

ダ
‘

を
未
知
數
と
し
て
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.

右
の
'次
散
で
、
柴
(:
1
|敎
授
が
、「

こ
の
栽
木
的
方
.程
式
組
織
«:
;
先
づ
，、1.、

.

生
產
和
段
の
種
類
r
が
生
鹿
物
の
*

類
.
nよ
り
も
小
で
あ 

る
事
、.：

二
、'
坐
產
係
數
の
ぅ
ち
幂
と
考
へ
ら
•る
べ
：き
も
の
'
、
配

合X
合
に
よ
つ
て
，方

程

式

組

織

の

破

壊

;̂
れ
ざ
る
事
*
を
前
提
と
す
る 

? >
:
:
.̂,
で
#
^
;
:
;
象
日
各
戴
^

丸
民
比
看
過
：
^

で
■

免
の
^

は
な
い」

と
云
は
れ
る
非
難
は
'
、
不
當
の
や
ぅ
.
に
思
は
れ
る
6

父
_

_

_
ば
、
-:
^
靜
ッ
ま
驚_

實
物
資
本
_

游

坐

產

裝

は

補

充

，
過

释

«>
問

故
■

故
9

#

_

:^

觀

1

間
校
1

齒
_

:-
(
0

脉

麵

參

せ
^

れ
:#

灸
爲
ー
：に

：：

§:
#

單

位

期

間

。
疾

^̂

k
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
こ
の
生
產
手
段
の
或
も.
の
は
*
共.
堪
從
期
間
以
前
の
諸
々
の
時
期
に
纸
座
ざ
‘れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
X 

に
於
て
，•方
氏
の
所
謂『

實
物
資
本
0
W-
生
產
若
く
は
#
充.
過
程
！！
€).
問
題
が
生
ず
る
わ
け
で
^
る
。'>-
然
る
に
カ
氏
の
敦
本
方
程
式
^

 ̂

に
於
て
は
、
'こ
の
問
題
ホ
全
然
除
外
さ
れ-
て
'ゐ
る
の
で
'お
る」

と
。
成
程
カ
ッ.•
セ.
ル
ft
甚

本

方

程

式

で

樣

"

こ

の

問

題

を

除

外

し

た

6
 

'

为
ッ

セ

ルQ
價
格
撒
成
機
構
論
一

 

• 

I

三.
三

(

八
二
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力 
4

、ル
の 
f
 I

f

 
ノ 

s

，

',
.
s
s

然
じ一

管

發

®'
ず
る
經
參
論
ず
る
際
に
ひ
之
む
取
嫁
づ
て
ゐ
る
容
ぁ
る
。
こ
：の
:̂

に.
つ
い
て
は
前
述
じ
た
所
ゼ
ぁ
衾
、
カ
ッ 

セ-
ル
は.
更
に
次
’の
如
备
葉
を
•加
へ
て
ゐ
る
.6g

ち
A

去
は
經
濟
，に
と•
つ
七
原
則
上
意
義
t

い
も
の
■で
ぁ

る

か

ら

、

念

分

析

は
 

本

來

現

時

にf

ら

ね

ば

な

ら

、す

れ

ば
、
' 我
'ダ
は

現

粗

の|«
間-
に

突

換

經

濟

を

横

斷

し

な

け

れ

ば

，な

务

ぬ

0
こ
の
横
斷
蚶
は
一
免 

»

の
實
物
資
本
の
存
■蒙
一
示
•す
。
'こ
‘、の

實

•
ば
、
そ.
の.
：幾

奮

れ

以

上

分

析

す
•.
ベ
き
で
な
い
%
ら
，；
_

的
塵
手
段
と
同
沿 

に
®
か
れ
ね
ば.
な
ら
办
o
然
じ
こ
の實

-#

資
本
が
雁
持
さ
れ
る
雪
、
又.
は

こ

の

實

物

資

本

を

補

充

：す

る

爲

に

#
た

な

實

物

資

本

.が
坐 

W

さ

れ

翁

合

、.
均
■
に
f

は

へ
S

存
在
I

實
S

本
の
價
|

、
次
い
で
來
i

證
程
に
證
す
る
實
物
資
本
の
價
格
と 

1

致
1
-̂
け
れ
ば
:%
^
ぬ
？
#.
つ
て
そ
の
限
り•
把
於
て.
、
價
格
構
成
は
絕
£,
ず

新

た

：
に
，流

.
入
す
.る
兹
本
的
街
鹿
乎
段
の
價
格
に
蹄
ぁ
し 

め
6
れ
る5>

そ
れ
故
わ
今
や
、
永
夂
'に
持
續
す
％
現
存
の
實
蜜
本
は
、
價
格
構
成
，の「

見
地
ょ
0
ず
れ
ば
、
韵
立
の
遨
本.
勺
•
k
r j
手
段 

と
•じ

て

看

微

さ

れ

令
T

と

れ

等

の

實

物

資

本

は

土

地

i
同

列

に

置

加
.
れ
'る」

，
y

s
>

こ.
の

や

ヶ

にカ
ッ

セ

ふ

は

實

椒

蒙
.の

：

、
恶

產

裔

題

を
.
取
拔

つV

ゐ•
る
が
、

逾

去

を

鑫

問

題

，に

し

な

い

の

で

ぁ

-
つ
て
、.
そ
の
限
り
、
こ
0
問

題

を

充g

 
I

し
H

 

T
5
得
な
^

從

っ

て

敎

授(D
:
非

難

は

名

！
'.る
’o- 

•• 

: 

' 

f'

丨

次
い
で
敎
授
•は
力.
ッ
ゼ
'ル.
の
遥
本
メ
方
程

.
式
f

實
•物
資
本
’のB

生
産.
過
程
を
考
慮
■に
入
れ
，た
允
程
產
織
把
改
造
せ
ら
れ
、' 
こ
の
修 

庀
せ
ら
れ
た
方
程
式
に
於
，て
は
、
永
，久
に
惙
格
の
決
定
を
見
な
‘い
と
言
は
れ
各
。
藉

し「

前
期
に
於
て
今
期
の
爲
に
坐
產
さ
れ
る
實
物. 

資
本
S

及
び
器
が
今
期
に
於
て
初
め
て
決
f

れ

を

ら

ば
',
前
期-
の
生
産
物
の
俊
格
•
が
一
般
に
未
怒
決
定
さ
れ
ざ
倉
i

意 

'味
し

、

し

か

し

て

前

期

，の
ぃ

I

物

の

價

将

れ

ざ

る

以

上

は

、
同
様
の
理
由
に
よ
ら.
で
、"
翦

s

f

る

塞

I

童

及
 

び
憤
格
が
未
だ
決
宛
さ
れ
得
ざ
る
こ
と
を
意
味
す
f

の
で
t

、
從
つ
て
前
々
期
の
_

物
の
篇

が

決

定

さ

れ

得

ざ

る

こ

I

意
 

f

、
か
く
し
て
無
限
^
激

4
前
期

へ

，
と

波

及

ず

る

。

同

様

に

今

期

の

钜

產

物

の

價

格

か

決

定

さ

れ

る

爲

め

に

は

、

次

期

の

f

K:

今
期
，に
於
て
生
産
さ
れ
る
坐
產
'手
段
の
量
及
び
其
價
格
■が
確
宛
さ
れ
ね
’ば
な
ら
ぬ
允
、
カ
ッ
セ
ル
パ
思
考
方
法
に
よ
れ
ば
*
そ
れ
は
次 

期.
の
生
產
物
0
值
格
の
、決
定
を
ま
つ
て
初
め
て
決
走
さ
れ
る
パ
然
る
に
次
期
の
，生
齑
物
の
價
格
の
決
宛
は
同
様
の
理
巾
に
よ
つ
て
、
次 

次
期
の
’そ
れ
は
依
存
す
石
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
か
く
し
‘て.
，何
處
老
で
■行
く
も
價
格
は
共
次
の
期
，の
價
格
の
決
走
に
依
存
す
る」 

か
ら
で
あ
る
と
。
寧
實
さ
ぅ
で
あ
る
‘。
故

に
-r
様
に
I
展
す
る
經
濟
に
於
て
も
、
前
期
の
實
物
资
本
が
今
期
に
'抒
績
し
な
い
場
八
n
、
及 

び
今
期
の
そ
れ
が
次
期
に
‘存
續
じ
尨
い
場
合
で
な
げ
れ
ば
、•
其
の
基
本
方
程
式
は
安
常
し
な
い
。
然
丨
實
際
に
於
’て
は
"
實

物

齊

本

の 

或
物
，は
前
期
か
ら
今
期
V
次
期
へ
•
と
持
續
す
る.o

か
、
る
場
合
は
力
ッ
セ
ル
の1K

ふ
や
ぅ
に
" 
'現
在
0 !
臟
間
に
交
換
經
濟
を
横
斷
し
、 

そ
こ
に
作
在
す
を
質
物
資
本
を
栽
本
的
泶
產
手
段
と
脔
做
し
て
現
時
の
價
格
構
成
を
考
察
す
石
よ
り
外
に
"
カ
ッ
，セ
ル
の
偎S

ガ
程
式 

•を
成
立
せ
し
め
る
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。
' を
れ
故
於
田
敫
授
も
述
ベ
て
ゐ
ら
'れ
る
如
く
、.「

力
ッ
セ
ル
の
邀
本
方
稅
式
紐
織
は
' 
享
樂 

財
’に
對
，す.
，る
需
^
函
擻
と
生
產
手
段
，の
他
給
函
故
と
生
產
係
數
说
聆
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
、
一
定
の
均
衡
が
成
立
し
樽
る
が
爲
に
は
、 

ゲ
期
o
%
物
^
本
の
歡
楮
は
撕
程
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
‘ぬ
か
と
S
ふ
間
題
と
し
て
亂
扱
ひ
得
べ
き
場
合
に
關
し
て
の
み
、
成
^
し
得
る
の

で
"あ

る」 (
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セ
ル
の
僧
格
構
成
鑛
論
'-.

' 

'
 

1

S

,

(

八
'if

七)
，



i

”

を
持
合
せ
ぬ
爲
、
こ

、
で
は
述
べ
る
こ

.
と
‘の
出
來
な
，い
，
の
故
遺
憾
で
あ
る

0. 

.

M

l

プ
I

I

式

そ.
の.
も

の

，
I

ず

票

響

る
‘t

の

四

つI

t

た.
o,
然

し

そ

.の

孰

れ

益
 

1

け
る
力
、
セ
ル
の
I

方
程
式
Q
I

性
I

定
•す
る
'こ
と
は
出
來
な
い
の
で
I

。
，勿
論
實
際
に
於
て
，y

の
方
程
式
は
，f
t
 

す

そ

れ
.
か
ら
腐
格
を
説
¥

1

と
は
出
來
な
い
し.

曼
之
を
動
態
經
濟
に
、適
f

る
H

出
來
な
い
。
然
し
そ
れ
に
も
拘
ら 

す

、

こ
：
の

單
純
な
る
'函

數

方

程

式

は

、

，

靜

態

經

濟

に

於

け

る

價

格

糨

成

繼

Q

本
質
を
明
瞭
に
示
し
て
ゐ
る
の
で
I

O 

(

E〕

價
格
の
此
定
根
腹
に
つ
い
て
:

.

'

 

ゾ

：
.

ヒ

て 

>  
ぅ
'な
見
好
に
t

て
最
も
興
味
あ
る
I

を
與
へ
て
居
ら
れ
I

は

.

高
m
保
思
博
士
で
あ
るo

博
士
は
社
會
的
勢
力
說
の 

立
杨
力
ら
ヵ
ッ
セ
ル
の
方
程
式
を
吟
味
せ
ら
れ
、
價
格
の
眞Q

根
據
が
何
處
に
存
す
る
.か.
を

明

ら

か

に

さ

れ

‘る

§

〕

。

'

丨

•

‘

先
づ
博
士
は
、「

力
ッ
^
ル
の
方
程
式
組
織
を
I

t

な
ら
ば
、
偵
格
はg

界
效
用
に
ょ
つ
て
奢
る
と
見
な
け
れ
|

ら
ぬ
で
あ 

”

」

と
一g

れ
る
。
博
士
は
價
格
の
決
定
I

I

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。’
一
I

機
と
な
つ
て
I

の
形
成

他
は
動
f

f

の

左

右

す

t

忘

ょ

つ

て
I

形
成
の
上
に
s

t

f

の
、
即
ち
客 

f

し
て
馨
の
み
が
I

の
決
定
理
曲
で
あ
.つ
■

薩

議

漏

 

:

月

.

，-
る
令
で
あ
•

從
つ
5

格
の
_

靡

由

，
安

：
は

原

因

^

^

決
定
根
據
た
る
生
産
手
段
の
數
量
及
’び
技
術
係
數
は
價
格
決
定
’の
條
件
と
し
て
作
用
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
需
要
雨
數
は
限
界
效 

用.
に

よ

つ

て

決

定

せ

ら

れ

る

が

放

に

：、
債

辂

は

限

界

^

^

に

よ

つ

て
定
ま
，る
こ
，と
^
な
る

と
。
傅
土
は.
又
次
の..
や
ぅ
に
‘も
言
は
れ
‘る
。「

力 

ツ
セ
ル
0,
方
程
读
組
織
に
し
て
是
認
せ.
ら
る
、
限
り
、
需
'要
函
數
の
、姿-
に
i
{
て
價
格
は
決
定
せ
ら
れ
る
、
何
と
な
れ
ば
、
坐
產
係
數 

’ 

a
、
生
産
財
の
數
量
及
は.
ー
定
の
社
會
に
於.
で
旣
に
定
ま
れ
る
數
量
と
見
‘ぞ
こ
ど..
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。
.こ
の
翦
を
见
に
立
人
り
て 

論
ず
れ
ば
、
價
格
は
限
界
效
用
に
よ
り
て.
定
免
る
と1K

ふ
こ
と
に
な
る
。
需
要
函
數
は.
力
ツ
セ
ル
の
•そ
れ
ま
で
分
祈
を
進
め
る
こ
と
を 

拒
め
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
其
實
、
限
界
效
用
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
い
が
故
に
。
否
、.
‘カ
ツ
、
セ‘ル
自
# :
價

格

決

定

の

原

理

を

输

少

性 

に
求
め
て
ゐ
る
。
而
も
こQ

、

稀
少
性
は
ワ
ル
ラ
ル
の
ゼ
-̂
^
そ
の
も
の
と
ど
れ
だ
け
の
差
異
あ
る
か
-
.ワ
ル
ラ

，ス
の.ra

.He
t6

は
即
ち 

限
批
效
用
そ
の
も
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か」

と
。 

,

次
に
、
カ
ツ
セ
ル
が
坐
產
係
數
<o.

1

楚

な

る

こ

と

を

假

定

し

た

'.こ

と

に

對

し

て

 
<
博
士
は
ニ
つ
の
點
か
ら
反
對
さ
れ
る
。
第
一
に
力 

.
ツ
セ
ル
は
、
生
產
係
數
が1、

企
業
又
は
一
經
營
内
部
に
於
け
る
坐
產
數
量
の
增
減
，に
伴
つ
て
變
化
す
る
こ
と
を

認
め
て
ゐ
、な
い
こ
と
、

，
 

.

第
ニ.
に
、.
生
產
係
數
が
梭
術
の
狀
態
に
，よ
ク
つ
て
決
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
'-
又
生
產
手
段
の
價
格
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
、 

無
視
し
て
ゐ
る
事
で
あ
名
。
し
か
し
て
生
產
係
數
は
*
技
術
の
狀
態
に
よ
つ
て.
定
め
ら
れ
た
範
圍
內
に
於
て
*
坐
產
手
段
の
敗
格
に
よ
つ
‘ 

て

.̂
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
、
技
術
よ
り
は
寧
ろ
坐
產
手
段
の
價
楮
に
よ.
つ
て
最
後
的
に
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
。

然
ら
ば
生
産
手
段
の
價
楮
は
何
に
よ
q
て
免
ま
る
か
。
博
七
に
よ
れ
ば
、「

坐
產
財
の
價
格
は
實
質
に
於
で
坐
產
財
の
供
§

が
獲
得 

し
#
る
と
こ
ろ
の
も
の
'に
外
な
ら
ぬ
。
と
れ
を
決
定
す
名
も
の
は
，
彼
が
'ど
、；̂
丈
を
獲
得
し
得
べ
し
と
認
め
た
る
其
勢
力
で
あ
る
。
此 

勢
力
が
敝
機
の
內
容
と
し
て
坐
產
財
の
價
格
を
決
定
す
る」

と
0 
.か
く
し
て
生
產
係
故
は
勢
カ
，
哪
ち
經
濟
中；

體
の
抵
抗
に
よ
つ
•
て
確
，
 

定

-̂
れ
を
と
。

パ
 

Z
 

. 

,

•

、
;■
'

力
，ツ
セ
ル
の
俱
格
構
成
機
構
論
.
 

ぐ 

一

三

七
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.
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, 

然

ら

ば

同

し

く

主

觀

か
^

觉
根
據
た
る
跟
界
效
用
と
抵
抗
は
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
か
。
博

士

は

次

のや
う
に
言
は
る
。「

.̂
^

政
用 

ば
s

f

しV

考

へ

ら

れ

得

ず

、
，抵

抗

け

限

界

效

思

く
し
て
t

。
令

考

ふ

れ

1
H
Q

主

鼠

的

塗

根

據め
う
ち
一
鏟

に
 

し
て
他

け

主

た

含I

見
1

抵

抗

はt

lw
:
ま
で
決
定
蕃
’に
し
て
限
服
效
用
は
ご

れ

‘に.
よ
る.
被
決
定
I

I

。此
意

味

に

於
に
、 

抵

抗
こ
そ
は
價

格

の

原

因I

る
と.
5

た
い
。
■
而
し
て
憨

の

貧

質

は社
會
妳
勢
力
で
，あ
，る
、
勢
力
こ
ぞ
s

f

原
因
で
あ
る
と 

云
-ふ
歸
結‘に
到
達
せ
ざ
：
る
を
得

ぬ」

と
。
’

：
'
.

、，

：
，

•  

、

■

，

つ
博
士
の『

ガ
ツ

^
ル
‘の
裏
式
組
織
を
i

す
る.
な

ら

、
ば

-、S

は

，腿

與

效用
に.
よ
つ-
て
山f

る
.で
あ
，ら
う
.

」

と

い

ふ

非

難

で 

ぁ

る

が

.

I

I

で
あ
■る
。

カ
ツ
セ
ル
は
需
要
'の
分
新
を
無
用
だ
と
し
て
ゐ.
る.
の
で
あ•
る
が
、
假
り
に
こ
の
霜
I

’分
析
す
る

な

ら 

ば

翳

要

は

限

界

效

用

に

，よ

つ

て

定

ま

る

と

い

ふ

事

が

或

は

言

へ

る

で

あ

ら

う

9
從

つ

て

三

づ

の

價

格

直

接

決

觉

氕

闪

"
、
1
$

如

敷 

は

跟

界

效

泛

よ

づ

て

決

奢

れ

る

と

5
 
J

f

で
な

い

。
然
し
他Q

原
因
で
t
_

£

靈

及

‘び
技
f

s

、
露

I

 

•と
は
別
個
に
與

へ
ら
れ
て
居
り
、
し
か
も
，

U

れ
等
價
格
篤
に
明
ら
か
に
作
用
す
る

？

あ

か

る

か

ら

、
ご

れ等

秦

蠹

擻

よ
I

®

 

視
す
る
I

は
；許
さ
れ
な.
い
で•
あ
ら
う
o
-
博
士
は
生
擊
段
の
量
と
技
術
係
激
は
一
.定
の
社
會

で

|

|

ま
れ
I

f
 
I

こ
と 

力
出
來
る
力
ら
價
格
は
霞
函
數
の
姿
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
と
I
s
れ
る
け
れ
f

、
重

靈

に

し

て

も

、

5
Q
社
會
の
ー 

定
時
に
於
て
は
與
ベ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ.
る
。
た
と
へ
■

函
數
は
憤
格
形
*
^
動
機
で
あ
り
、
他q

二
つ
は
條
伴
で
あ
つ
‘て
V

そ 

れ
が
故
に
價
格
は
霧
^
數
、
從
つ
て
限
袭
用
に
，よ
つ
て
定
ま
る
と
はj
ぺ
へ
な
い
，‘で
お
ら
う
9

こ
れ
等一

二
者
は
同
等Q

地
位
に
立
つ

式
は
明
胺
に
示
し
て
ゐ
るQ

で
あ
る
。.
ぞ
れ
故
5

ツ
セ
ル
の
理
論
を
，限
#
效
用
理
論
と
看
做」

て-

限
#
效S

理
論
の
缺
陷
を
之
に 

適
用
す
る
方
法
は
許
！
る
べ
き
で
•な
い
0，

, 

、
 

，：
、•’
 

、

••
パ

‘

次
に
•
博
士
は
"
力
ツセ

.：

ル
は
^
產
懷
數〔

が
一
也
業
內
部
に
於
げ
，る
生
產
數
置
の
靖
減
‘に
伴
‘つ-
で

變

化

す

，る

こ

と

を

認

め

て

.
ゐ
•な

い
と 

云-
^
れ

る

：の
.
で
あ
る
が
、
ヒ
'の
非
難
も
當.
ら
な
い
。.
こ
の
こ
，と
を
カ
ツ
，セ
ル
は
價
格
構
成
の
補
充S

理
で
認
め
て
ゐ
る
。
勿
論
博
士
も 

こ
れ
を
承
卸
で
居
ら
れ
各
。
即
ち
、「

カ
ツ
卞
ル
は
其
價
楮
理
諭
贮
於
け
ゝ
る
補
足
協
&
と
ゼ〔

て
"
完

成

財

の

生

靡

额

の

增

加

に

伴

ひ

て

坐

產

ノ 

費
の
^
減

す.
る
場
合
を
考
へ
て
は
？

Q

る
。
併
し
な
が
ら
’、
そ
れ
は
企
業
を
異
に
す
る
に
つ
れ
て
の
坐
產
赞
の
增
被
に
し
て
、
报
處
r
の. 

，増
#
を.
必.
要
と
十
る
場
合
に
‘は
不
利
•の*地
位
に
あ.
る
，
企

業

も

，
ま

.
た
坐
產
に
參.
，加
せ
ざ
る.
べ
が
&-
ざ
る
が
故
、に
、

费
も
‘增
邶(

從
：つ
. 

て
坐
產
係
數
も
變
化)

す
る
と.
一

K

ふ
。

こ
，
の
事
實
，は

勿

論

.

蔣
に
入
る
べ
き
ご
と
が
ら
で
は.
あ
各
，に

し

て

も

、

そ

れ

は

少

く

と

も

®
 

.
に

於

，
て

存

し

ぅ

‘べ
き
、
從
ひ
で
均
衡
に
於
て
認
め
得
ら
る
、べ
き
ご
と
か
ら
で
は
な
か
，ら
ぅ
。.
而

し

て

普

遍

费

用
0
^
在
が
办
'ツ
‘セ
，ル
に 

於
七
は
ワ
ル
ラ.
ズ
に
於
け
る
が
如
く
に
看
過
せ
ら
れ
て
ゐ.
る
。普
遍
费
用
を
認
む
る
以
上
ぶ
產
说
數
が
坐
產
額
^
如
何
に
關
係
な
ぐ
不 

變
で
i
:
と
ぼ
一
芯
は
れ
得
ま

-
い」

と
c
p)

*o
カ
ク
セ
ル.
が
完
成
財
の
坐
產
郯
の
¥
加
に
0
れ

ヤ

生

產

費

ひ

增

減

す

る

場

合

，を

認

め

て

, 

. •
ゐ
：I.

で
：-'
'
博
士
の
擧
げ
fe
'
れ
て
ゐ
•る
補
充
源
理
は
、'  
所
謂「

差
岸
の
原
理」

で
あ
る.
。
然
し
力•
ツ
セ.
ル
は
そ
れ
，に
續
く「

平

均

费

提 

•
下
わ
：場

合

に

於

け
^
倒

格

！

&
1§原

理
」

.
に
於
て
' 
一
個
の
'營
樂
P-
に
於
て
生
產
氣
1:
'
の
咐
加
に
伴
-?
て
、.

屯
產
毁
<
. #
つ.‘て
‘技
術

係

數

〕 

，が
變
化
す
る
こ
と
を
認
办
て
ゐ
る
，。
そ
れ
か
ら
彼
は
又r

總
費
用
が.
固
走
^
る
場
合
に
於
け
^
‘價_

成
痈
理
レ
も
述.
べ
て
ゐ
る(

lr
u
a i)

o 

.

最
後
に
博
士
は
、
坐
齑
係
數
が
技
術
•
の

籠

に.
ょ
つ
て
決
せ
ら
れ
る
の
み
な
•
ら
ず
、.
又

坐

產

手

段

.の

憤

格

に

ょ
.
‘つ
て
決̂

さ

れ

.る
こ 

i
だ
、
力
ツ
乍
ル.
は
無
視
し
て
ゐ
；る
と
^
姑

れ

る

、の

で

あ

今

が

-

と

の

見

解‘に
對
し
て
も
首
肯
し
難.
い
點.
が
あ
る
。
カ
ツ
セ
ル
は
第
三 

•
の
^
^
原
迦.
:'-.
即
ち
代
用
の
|1
'
理

，
に
、
ょ

つ

，
で

之

| :-
認
め
、‘
且
說
明
し
て
ゐ
る
。「

奢
し
坐
產
^
結
果.
に
變
化
^
與
へ
ず
^
;>
'

一
 
つ
<0
,畫
 

方
沣
が
#
 ,

坐
產
方
法
に
代
)1
1.
さ

れ

得

を

々

ら

ば

，、

•坐
鹿
手
段
の
與
へ
ら
れ
'た
，價

椅

狀

態

に

^
て
敬

もi

な.
る
.方

法

が

選

撣

さ

れ

ね 

ば
沒
ら
ぬ」

..と(

胜
邶
>
。

博
士
は
勿
論
と
の
補
充
原
理
を
引
用
さ
れ
^
^
ゐ
る
が
*

こ_
の
原
、理.
を
不
充
分
な
る
ち
の
と.
さ

れ

る

め

，で

あ 

力
■ツ

，タ

ル

の

、.

1

構

成

機
.
構

論

、

 

.

.

.
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成
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P)

然
し
肖
產
手.
段
S

格
が
技
術
僦
數
を
決
觉
す
る
と
I
s
博
士
自
身
の
理
由
づ
け
ば
' 
力
，
‘

ル
の
代
用
原
®
と&

等
異
’ 

' 

, 

-

I
が
な
い.
o.
即
ち
、次
’の
言
に
言
は
れ
る
。「

唐
係
數
は
原
則
と
し
て
ー
顏
的
で
は
な
い
。

一

財
盡
產
す
矣
め
生
產
方
法
又』

.：
 

i

財
の
鈕
合
せ.
は
多
鐵
で
あ
り
得
る
。
如
何
I

様
で
，あ

る

か

美

ふ.
こ
と
は
技
術
の
狀
態
が
f

鐘

す

，る
。
換

言

す

ぶ

、
k:

靡
數
の
多
様
で
あ
り
I

勝

は

技

術

に

よ

り

て

決

定

せ

ら

れ

る

。
、併

し

な

が

ら

此

證

內

.
の

如
何
I

係

數

が

疆.
せ
ら
れ.
てg

 

M
的
0
も
の
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
別
に
選
撵
の
筆
が
あ
る
•
わ
け
で
あ
'る

。
、

…

自
由
競
S

制
度
の
下
に
於
け
I

:
業

乾

が

生 

を

，む
.，®

合

に

あ

り

て

は
.

徵

の

標'm
が

命
£
最
抵
の'生
產

費

で?>
/
參
0 

‘
生

產

賓.
の

此

較

は

坐

產

財
’の
，債

格

を

前

楚
i
す
各
ビ
乍 

O
F
r

t
得

ぬ

语

立

入
•り
5

ふ
な
ら
は
、_

係
數9

鋈

は

蕃

5

り
て
■制
婪

ら

れ

た

る
5
Q
蔷

內

袅

て

、
- 

經
濟
的
均
衡
p

f 
I

f

、
所
謂
經
濟
的
諸
量
，に
よ
り
、
茗

中

<

つ
い
て
も
、.

f

塵

財

s

§

よ
り
て
、金

せ

ら

れ

： 

I

I

係
數
そ
，の
も
の
が
技
術
に
產
て
旣
に
與
へ
ら
れ
た
f

の
で
I

、
其
實
は
未
知
の
大
さ
で
あ
る
。
此
未
知
な
る
管.

.

の
決
定
，Q

H

要
I

f

装

に

蠻

る

；が
f

、一 .

方
I

Q

I

に
f

て
、|

|

‘|
最
低
S

I

S

す

と

.  

5

1

に
よ
タ
て
與
ぺ
ら.
れ
る
L 

1

34)

。

然
し
こ
、

§

は
れ
る
I

の
法
則
と
最
低
集
I

法
則
を
|

し
た
も
の
が
，

，力
ソ
セ
ル
め「

代
用
原
理」

な
の
で
あ
る
o
’ _

i

に
と
れ
だ
け
の
理
出
づ
け
音
つ
て
、
i

係

數

が

盡

手

没
Q
I

に
よ.
つ.
て
"

も
決
定
さ
れ
t

i

、
令

セ

ル

が

無

視

し

か

、
或
は
輕
視
しH

ゐ
f

か
い.
ふ
非
難
I.

へ
る
I

は

書

で

,
,
ぷ

'ぅ.
に
思
は.
れ
る.
;0.
' 

■ 

' 

:
 

,

.
續
い
て
博
士
は
生
I

s

霧

も

限

I

用
も
抵
抗
に
よ
？

決

彥

ら

れ

、
證

は

f

的
勢
力
5

つ
て
1

さ4

る

が

故

' 

に
ぐ
結
局
價
楮
は
社
會
的
勢
力
に
よ
つ
て
：
f

 
f
、
主
張
さ
れ
るo

こ
X
で
博
士
^
社
會
的
勢
力
說
S

越
に
4

刺
し
よ
I

す 

る
の
で
：は
尨
い
4

自
分
は
寧
ろ
.經
濟
外
的.
要

因

衣

る

社

會

的

勢

力

ほ

、
，
價

梢

i

養

定

義

た

.暴

要

函

數

黨

躁

手

着

技
術
係
數
の
三
者
に一

様
に
影
響
し
、
そ
の
結
果
間
接
に
價
栳
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
海
へ
た
い
。
從
つ
て
カ
ッ
セ
ル
の
方
程
式 

組

織

..に

於

て

與

べ

ら

れ

た

も

の

と

假

宠

さ

れ

て

ゐ

る

こ

れ

等

三

つ

，の

決

定

根

據

に

.對

U
て
旣
に
‘
社#
的
勢
力
は
作
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ

. 

,/ 

.

.

-

-

-

.

.

.

.

.

.

.
t
r ;

•

.

.

.

.

 

.

.

.

. 一.'
' 

パ'
:
•

, 

.
:
.
.
' 

.

-I
.
.
:
.
.
.

る

.0
社
會
的
勢
力
の
結
果
と
し
て
、
こ
X
に
三
箸
が
與
へ
ら
れ
た
大
い
'
‘さ
，を

有

，
し

、

三

敦

に

ょ

.
つ
て
偵.
格
は
^
接
に
決
宛
さ
れ
る
の
で 

'
あ
^
o:「

力
<

(

ル

が

直

遽

決

定

；根

據

：が

妣

-
te
經

濟p

活

雜

巧

般

^

^: #
の

毺 

こ
れ
等
の
種
々
の
耍
因
が
、即
ち
社
會
的
勢
力
な
の
で
あ
る
。 

'

次
に
デ
ィ
ー
ル
拟
*
カ
ッ
'セ.
ル
が
需
要
を
輕
視
し
た
こ
と
釔
攻
擊
す
る
。
即

ち「

我
々
は
カ
ッ
セ
ル
釔
費
用
理
論
の
主
猥
笤
と
し
て 

上
に
特
徵
づ
け
た
時
、彼
が
中
：觀
的
要
洇
に
或
10
:
|要
性

を

與

へ

て

ゐ

.る

こ

と

を

決

し

て

看

逃

が

'$
ぅ
と
思
は
ぬ
。
然
し
彼
に
あ.
つ
て
は
，、 

需
要
の
、
因
は
如
何
に
强
く
後
退
し
、
費
用
要
因
に
比
し
で
’、
需
要
は
如
何
に
從
屬
的
な
役
割
を
‘演
じ
て
ゐ
る
こ
と
か
!1
、
'
需

嬰

と

い 

ふ
重
要
な
る
要
因
に
第
ニ
次
的
役
割
を
與
へ
る
こ
と
は
、
不
可
能
の
や
ぅ
に
思
^-
れ
る」

と(

能
35)

。

リ
！
フ
マ
ン
も
同
様
の
觅
解
で 

あ
る(

話
洲〕

。

然
し
カ
ッ
■
セ
ル
は
需
耍
を
決
し
て
輕
視
し
て
ゐ
な
い
。
他
の
決
定
原
因
と
同
等
の
地
位
に.
之

を

置

い

て

ゐ

る

。
彼

：̂

：
 

論
需
要
の
分
析
を
不
要
と
し
た
が
、
で
の
こ
と
は
需
要
を
ぱ
價
‘将
決
定
の
二
次
的
要
因
と
着
做
し
た
こ.
と

'に

は

な

ら

ぬ
o'
需

要

の

.和

容 

.
:が
：如

何

な

名-?>
0 :
ザ

炎
_̂

务

ほ

需

要

猶

價

；楮
の
決
定
ー

,

最

も

：爐̂
 

m
尨
■-
»
要
と_

ん
亦
身
產
手
狻.Q

,#

■

■
貶
技
術
係
數.
紙
共_

徵
裕
囊
成
あ
廳
ず
各
げ
^

へV
S

P
B

ハ
高
田
；保
馬p

走
^

.
4
-:
;
:證

書

：

1:ー 1

響

：資

？f  
^

)

：：：、:1
31
:
1
稿_

ッ̂

%_

龙
％
償

還

' 

3聽
へ
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O
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.

.

.力

' 

ッ
4
ル
‘の
償
格
論
必
特
徵
は
、
價
栳
»
成
の
邀
本
間
題
を
、
'價
値
論
祀
依
ら
ず
し
て
、
.

簡
單
な
，
る

函

數

方

程

.
式
を
用
ひ
で
"

¥■

易
’
 

明
收
に
叙
‘述
し
た
故
に
あ
る
。
力
ッ
セ
ル
が
理
論
經
濟
學
に
與
へ
た
功
績
は
*
に
こ
の
點
に
#

す
る
の
で
あ
るo

然
る
-̂
奇
妙
に
も
、 

と

の

點

に

彼

へ

の

'非

難

が

集

牝

さ
れ
る
。
.
，

：
，
1

/ 

\ 

:

■:
、

，カ
ッ
セ
ル
，は
、
坐
產
手
段
の
量
、
技
獮
係
數
及
び
貨
幣
債
値
がr

定
な
る_

態
經
濟
に
於
け
る
價
格_

成

を

謂

と

^ ;
各
0
沂
が
)̂

>' 

く
の
如
き
靜
態
は
現
實
に
は
^
し
得
な.
い
と
め
理
由
を
以
つ
て
、
カ
ッ
セ
ル
は
麗
々
攻
擊
さ
れ
を
の
で
あ
'る
。
こ
の
や
ぅ
な
非
^
は
^
 

つ
て
は
ゐ
な
い
し
そ
れ
は
彼
の
理
論
に
致
命
的
で
は
な
い
。
彼
は
到
る
處
で
、.
自.
已
の
價
格
論
が
最
も
简
單
な
る
場
合
0 /
’考
察
で 

あ
る
こ
と
、
及
び
^
本
的
問
題
の
解
明
で
あ
る
こ
と
を
繰
返
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
彼
は
こ
、の
單
純
な
る
考
察
を
以
つ
て
充
分
で
あ
る
と 

は
思
は
ぬ
し
、
且
又
こ
の
單
純
な
る
薄
察
を
以
つ
て
終
つ
て
ゐ
な
い
o
彼

は

，單

純

な

る

場

合

か

ら

複

雜

な

勘

合

へ

硏

究

を

進

め

名

必

婴 

を
說
き
、
自
ら
も
衣
と.
へ
不
充
分.
で
は
あ
る
が
、
こ
の
栽
本
的
^ '
明
か
ら
從
雜
な.
る
說
明
に
進
ん.
で
ゐ
る
6
-服
ち
坐
產
手
段
の
1 :
は
箜
一 

編
で
®
楮
に
依
#
し

て
現
は
れ
、
技
術
係
數
は
後
に
键
動
す
る
も
の.
と
し
て
，取
'扱
は
れ
、
貨
幣
傲
値
の
.決

免
も

第
三
編
で
詳
論
さ
れ
るO  

更
に
靜
態
經
濟
の
假
宠
は
棄
て
ら
れ
、一

樣
に
發
，展
す
る
經
濟
が
觀
察
さ
れ
、'■•
第
四
編
で
は
動
態
經
濟
が
取
扱
は
れ
る
。
こQ

.

や
う
に
' .

彼
は
濒
次
に
"現
實
に
接
近
せ
^

^

努̂
カ
を
失
っ
て.
は
ゐ
な
い
。
故
に
我
々
は.
-
カ
ッ
セ
VV
6:
價
格
論
•が
非
現
實
的
で
あ
る
と
の
非 

難
を
認
め」

な
が
ら
も
、
’そ
れ
を.
以
っ
，K

彼
の
，
價

格

論

を

輕

視

す

る

こ
と
は
出
來
為
い
の
で
あ
る
。
慣
格
襁
成
の
迤
本
問
題
を
取
扱
っ
た

—

書

と

1;
1
,魏

«

の

'

「

迦

篇

5

^
會

瓶

^

^
蕩

1 -
最

，̂

き

农

蒙

「

霧

ぃ

賺

^
或

.；：：翁

_

裏

^
ザ

高
 ̂

は

摩

く
學
者
に
よ
■つ
て
認
め
ら
れ
そ
ゐ
る
所
で
あ
る
。
. 

:
;
.:
>

‘•
'

次
に
®
値
論
に
よ
ら
ず
し
て.
價
格
襁
诚
を
說
明
し
た
こ
と
も
、-
彼
の
功
績
で.
あ
b
な
が
ら-

又
激
し
く
非
難
さ
れ
た
點
で
あ
る.
o
然 

j>

交
凝
經
濟
.に
於
_
.
:
>傾
纖
_

筘
ぬ
霄
は
.作
，
策
§

«

猎
克
觀
，
で
經
濟
现
潔
衾

値
と
は
洳
何
な
る
'も
，の
で
あ

る

か
を
問
題
に
す.
る
必
要
は
^
い
o
價
値
論
が
儕
格
の
說
明
に
全
く
無
相
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
>° 

然
し
順

値

の期
極
の
分.

は
，
我
，
々

を

心

理
^
、
屯
理
擧
及
び
物
理
學
の
領
域
に
追
ひ
や
る
。
故
に
價
侦
論
は
11
1
論
經
濟
學
$
袖
§
科
擧 

と
七.
て
硏
究
:?
る

べ

き%■
の

で

あ

つて
、

數

學

が.
物

理

，
學

，
に

利

用

さ

れ

得

る

，：
が

如

く

に

、

.
價
値
論
も
理
論
經
濟
學
に
利
>|
]
さ
る
べ
き
も
，
 

の
で
あ
羞
。
，力
ッ
ヤ
ル
^
方
程
式
に
よ
る
價
格
懷
の
說
明
に
於
て
價
値
論
を
丁
度
こ
の
齋
味
に
於
て
利
用
し
て
ゐ
る
。
即
ち
價
格
決 

定
极
據
の.
；！
つ.
た
'る
需
要
函
數
は
與
へ
ら
れ
た
も
の
と.
し
て.
力

ッ

次

，ル
.
に
よ
っ
て
取
极
は
れ
て
ゐ
る
が
、.
こ
(/
>
'

需
要
函
>
數
の
說
明
こ. 

そ
、
從
來
の
中
：觀
的
價
値
論
が
取
扱
づ
た
部
分
で
あ
る.
。

然

し

價

格

權

成

論

に

於

て

は

、
，之

は

與

へ

ら

れ

た

も

の

_
と

-1.
て.
觀
察
さ
れ
、
‘ 

こ.
の
分
析
は
補
助
科
學
に
麥.
ね
ら
れ
‘る
べ
含
な
の.
で
あ
る
。
力
ッ
ハ
セ
ル
が
價
楮
決
定
覜
據
の
こ
っ
と
し
て
需
要
函
數
を
镫
く
以
上
パ
價

さ
.れ
：て
ゐ
な
い
と
云
ふ
學
著
も
あ
る
。
然
し
こ
の
こ.
と

は

澌

_

價

値

論

無

用

說

を

否

定

す

る

こ

と

X
は
な
ら
ぬo

蓋
t
ff
i
値
論
が
無
用 

で
'あ
‘る
と.
い
ふ
の
，
は

、

：

そ

れ

が

理

論

經

濟

學

の

領

域

に

屬

さ

な

い

と

い

ふ

意

味

に

於

.
て-
あ

る

か

ら

で

あ

、る
,0._
'

• 

•:

次
に
簡
單
な
る
函
數
方
程
式
に
よ
っ
て
.'®
格
論
を
展
開
し
衣
事
も
；

ッ
セ.ル
;0
#

色
で
母
り
な
.が
.ら
、
又
非_

$
v

對
象
;^
な
っ
セ 

カ
ッ
セ
ル.の
價
格
•榴
成
機
權
論- 

1'四
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ゐ
、る
の
■で
あ

る

。

經

濟

現

淥

を

函

數

關

係

と

し

て

把

振

す

る

均

衡

論

は

、

因

艰

關

係

，と

し

て

把

握

す

る

方

法

、に

比

し

て

、

經

濟

現

§

.

認

谶
^
't
て

は

不

完

全

，
で

t
o :

從

っ4
函

激

方

程

式
•に
^
っ

て

現

實

が

完

全

：
に

說

明

：
さ

.
れ

得

る

太

は

考

へ

ら

れ

ぬ

o  
'且
又
現
實
は
數「 

學
的
積
密
胜
•を
も
っ
て
動 <
も

の

で

も

な

い

.？

故

贮

函

數

汸

法

に

ょ

る

價

格

權

成

の

說

明

は

い

經

濟

現

^
の
^
分

な

る

認

識

の

上

か

ら 

凌
び
瑰
實
ベ
の
適
用
の
上
が
ら
、
そ
の
妥
當
性
に
限
界
が
あ
る
。
然-
し
1
方
經
濟
现
象
社
才
ぺ
て
德
接
な
名
相
7;
;
侬
徉
^
^
に.
あ
り
> 
,」

一へ'遺

■

!

議

義

_

_

_

_

_

龍_

觀

の_

:
翁

、篥

;
得
>
も
の
と
宕
は
ね
ば
な
ら
ぬ
0
從
っ
て
激
擧
的
方
法
、
叉
は
：

S
：

衡
論
は
，

J

憲

賢

に

於

て
•
認
め
ら
る
べ
き
もQ

で
あ
る
。
カ
ッ
セ 

ル
の
方
程
式
は
實
際
に
解
く
こ
と
は
出
來
な
い
七
、
動•顧
經
濟
に
適
用
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
。‘
然
し
靜
的
均
衡
狀
態
に
於
て
は
、
こ

隱

薩

福

漏
_

_

:

_

:§
^

,
■
霞

■

1 :
_

_

1

满
_

獲

矛

盾
•

し
_

齡

に

_

一'權
游
'<
0_

沐

間

賞

奮

解

議

：爲

_
.
_̂

法

れ

ぼ

最1
周_

訊

憤

ぎ̂
^

力 
'ツ
セ
ル
の
價
格«
成
機
糨
論
は
、.
ワ
ル
ラ
、ス
の
模
倣
で.
あ
り
、_
且
單
純
化
で
あ.
る
て
と.
を
、
# ,
く
の
學
者
は
認
め
て
ゐ
るo

力
ッ 

.セ
ル
の

均
衡
體
系
及
び
數
學
的
形
態
は
、
疑
ひ
も
な
く
、
■ワ
ル
ラ

ス

め
系
銃
を
引
い
て
'ゐ
る
。
或
學
若
'は
、
カ
ッ
セ
ル
が
か
く
も
多
く 

を
ワ
ル
ラ
ス
か
ら
借
り
て
ゐ
な
が
ら
、
ワ
ル
ラ
ス
を
引
用
し
な
い
こ
走
ぞ
非
難
す
る
。
然
し
彼
が
初
期.
の
著
作「

入
門」

(fn
d

ris
s
〕

に
於
て
は
、
屢
ミ
ワ
ル
ラ..
ス
を
引
用
し
、
且
彼
を
自
己C

先
驅
辤
と
呼
ぶ
.0
然
し
、
周
知
の.
や
ぅ
に
ワ.
ル
ラ
ス
の
方
程
式
は
複
雜
-
且 

難.
解
で
あ
る
が
、
之
を
單
純
化
し
、..
與
衡
論
を
廣
範
阀に

#
:

及
せ
し
め
た
所
に
力
ッ
セ
ル
の
特
色
が
あ
り
、
又
功
續
が
あ
る
。

咖
く
の
如
く
、
カ
ッ
セ
ル
，
.
の

價

格

權

成

機

權

論

は

、

た

と

へ

細

部

、に

-:
€
っ
て
は
種
々
の
異
論
が
あ
る
と
し
て
も
*
靜
_
經
濟
に
於
け 

る

價

麓

成

の

業

的

、
本
質
的
問
題
を
平
翁
、快
に
說
明
し
、.
值

理

解

せ

七

め

た

賊

に

於

，
て
-
他

の

學

者

の

簾

を

許

さ

ぬ

も

の

で
 

，あ

ら

ぅ

。

然

し

カ

ッ

セ

ル

の
價
格
論.
の
妥
常
性
の
限
界
は
叹
そ
の
點
に
あ
る
0
-^
ッ
セ

ル
の
價
格
論
は

全
く
初
步
的
僧
格
論
で
あ
る
'0
、

我 
 々

は、 
こ 
れ 
を 
土 
臺
の

つ
と
し
て 

V .

こ
<50
土,
蕺
の
上
に

賸
現，
實
的
、

且
つ

具 
體 
的 

價 
格 
論 
を 
築 
含 
上 
げ 
る 
こ 
と 
1C 
力 
め 
ね 
ば
な

\ •

h
ぬ

ぃ

タ

ッ

の

：儐
格
構
成
：機

課

：

一
一
.
屋
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